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まえが き

YH P 4275Aマルチ ・フリケンシーLCRメ
ータは高確度 ,高 速度

演1定,さ まざまな測定分野に対する広い汎用性と高度の自動化によ

る使いやすさを備えた電子部品測定器です。このインピ
~ダ ンス

バラメータ測定の新しい高性能器は電子部品測定を
一層幅広 〈容易

に行ない,基礎材料の物理的および化学的な研究開発に,ま たその

他の電子測定分野に新しい測定能力をもたらします。 4275Aには

その限りない用途に応えるための多くのアイデアが採り入れられて

います。 YHPは これらの新しいLC Rメ
ータの概念に基づいて,

モデル4274Aと4275A を生み出しました。この 2種のユニットは

それぞれ低い周波数および高い周波数領域をカパ
ーし,同様の新し

い概念を反映しています。特に4275Aは高周波における部品測定を

容易にする高性能 LCRメ
ータです。

YHP 4274A/4275A
YHP 4274Aと 4275ム を組み合わせると,基 本

確度 01%で 100H zから 10 MIzまでの周波数

範囲をカバーする高性能 LCR演 1定システムに

なります。 どちらのユニットもマイクロ :プ ロ

セッサの能力を活用して完全自動測定と容易な

操作を実現しています。その測定能力もマイク

ロ・プロセ ッサによる高度なコントロ
~ル と強

力な演算機能によって高められています。あら

ゆる測定において希望する測定バラメ
ータを融

通性に富む組み合わせて選択することができま

す。内蔵のマルチメ
ータが演1定周波数を,ま た

はそれに替わって測定信号電圧または電流を表

示し,試 料に加えられる演1定信号をモニタする

機能をも備えています。

4274A

4275A

iV 4275A



第 1章 概 要

1-1。 まえがき

1-2.こ の取扱説明書はYHPモ デル4275Aマルチ 。フ

リケツシー LCRメ ータの概要,据 え付け,お よび使用

法を記述し解説します。図 1-1に 4275Aとその付属品を

示します。第 1章では,仕 様,製 品概説,ォ ブションなら

びにアクセサリなど,製 品についての基本的なことがらに

ついて述べます。

1-3.こ の取扱説明書を余分にお求めになる場合は, ′

イトルのページに書かれている部品番号によって最寄りの

YHP営 業所またはサービス部にお申し付けください。

1-4.概 説

1-5.YHPモ デル 4275Aマ ルチ ・フ リケンシーLOR

メータは比較的高い周波数範囲において部品素子のさまざ

まなパラメータ値を全自動で演り定する,高 性能な LOR測

定器です。モデル4275Aはインタクタンス (L),キ ャパ

ィタンス (0),抵 抗 (R),損 失係数 (D),Q係 数,
コングクタンス(G),サ セプタン不(B), リ アクタン

ス (X),そ してさらにベクトル ・インピーダンスの絶対

値 (IZI)と位相角 (θ )を広い測定レンジにわたり短時間
に高い確度で測定します。測定周波数は 10 kHzか ら 10

MHzま で 2点 の任意周波数 (ォプション)を含む12点の周
波数から1-2-4-10ス テップで選択でき,これは高い測定

能力と広い汎用性を備えた本器の大きな特長です。

測定信号レベルは lmVか らlVま で表面パネルの操作に

よって任意の値に設定することができます。4275Aの特長
であるマルチ ・スポット測定周波数と演1定信号レベル可変
機能は,部 品素子が実際に動作する条件と同様の試験条件
のもとで測定を行なうことを可能にします。部品を規定の

試験条件で測定したいとき,4275Aは その標準的な測定条
件に合わせて測定を行なうことができます。それゆえに
4275Aは研究,回 路設計ち製造上の試験,そ して品質管理

上のさまざまな要求に応える真に万能なLCRメ ータです。

16047A 割ζ品1番号 8120--4753

図 1
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第 1章 概 要

これら測定信号可変機能によるもう一つの大きな特長は,

半導体や磁性体コアを使用したイングクタのようにその値

が動作条件に強く依存して変化する非直線インピこグシス

素子の測定が容易になることです。特に4275Aは半導体測

定の分野において素子の実験的評価,研 究に大きな能力を

発揮します。

測定値は 2つの演1定パラメータ値にそれぞれの適切な単位

を伴った41/2桁の数字で同時に表示されます。高分解能

測定モー ドでは,10回 の測定値を平均演算することによっ

て,さ らに下位桁の測定値と51/2桁の分解能が得られます。

4275Aの特徴的な第 3の表示部には,設 定された測定周波

数や測定される試料に加えられる測定信号の真の電圧また

は電流が表示されま九 この多機能表示部は,測定中にいつ

でも必要な測定条件を選択 してモニ′することを可能に しま

す。それゆえ4275Aは 他の機器の助けを借りずにすべての

試験測定条件 (周波数,測 定電圧および電流 )デ ータを与

える,必 要な機能をすべて備えた LCR測 定器です。

1-6.測 定範囲はキャパツタンスにういて0 01 fF(フェ

ムト・ファラッド=10~15フ ァラッド)か ら199.99μ F,イ

ンダクタンスは 0.001 nHから199.99H,抵 抗 とインピー

ダンスは0.01 mΩから19.999 MΩに及び,レ ンジ,測 定信

号レベルと周波数によって0.1%か ら5%の 測定確度を持

ち, 140か ら180msの 測定時間でEll定します。測定等価回

路は並列および直列等価回路の両方から選択できます。LCR

とIZI濃1定に加えて損失係数,Q係 数,等 価直列抵抗, コン

タ
・
クタンス, リアクタンス,サ セプタンスまたは位相角の

いずれかの測定パラメータが同時に選択できます。損失係

数の演1定範囲は 0.00001か ら9.9999,Q係 数は0.01か ら

9900,等 価直列抵抗は 0.01 mΩから19.999 MΩ ,コ ング

クタンスとサセプタンスは0.01 nSから19.999S,卸 角は

001° から180.00°までを含みます。測定値はL, 0,R

またはIZIの測定値と同時に表示されます。4275Aの広い演1

定範囲はセラミック・チップコンデンサや半導体接合容量

のような小容量から電解コンデンサの大容量までをカバー

します。その高分解能測定能力はステロール・キャパツタ

のような非常に小さな損失係数の測定を可能にします。高

周波コイルから出カトランスのイングクタンスまで,広 範

囲のインダクタンス測定を適切な周波数で行なうことがで

きます。また広い抵抗測定範囲は, ケーブル導体の低抵抗

から固定抵抗器の高抵抗までを任意の周波数を選択して測

定することが可能です。

1-7 4275Aは マイタロ・プロセッサの記憶,演 算,制

御機能を高度に活用したユニ■クな操作機能を持っていま

す。 2つ のz(デ ルタ)キ ーはキャパンタンス, インタ
・
ク

1 - 2

タンス,抵 抗とインピーダンスの偏差測定を行ないます。

この操作キーはある測定値を基準値として記憶し,そ れに

続 く演1定結果をその基準値からの差または%偏 差として演

算し表示する機能を持ちます。基準値は機器を 「ストア」

モードに設定したときの測定値から得られ,記 憶されま九

デジタル ・オフセット機能は使用するテストフィクスチュ

アrC特有の浮遊容量や残留イングクタンス,抵 抗分を測定

し,そ れらの寄生インピ
~夕・ンスの影響を測定値から取 り

除きます。測定が行なわれる毎に最適なオフセット補償値

を自動的に計算し,補 正を行なって正確な測定値を表示し

ます。それゆえ,テ ストフィタステュアの 20 pFまでの浮

遊容量,2000 hHまでの残留イングクタンス, 0.5Ω までの

抵抗,そ れに5μSま でのコングクタンスに原因する測定

誤差が自動的に除去されます。マイクロ●プロセッサの応

用は 4275Aの高信頼性設計にも活かされています。操作ボ

タンを押すだけで自己診断を行なうセルフテスト機能を備

え,機 器の正常な動作を簡単に確認することができます。

1-8.4275Aに はその豊富な機能をよリー層拡張するた

めに,用 途に合わせたテストフィクスチュアや直流パイア

ス内蔵, メモリ・パックアップ(設定状態の永久記憶と適

時再現 ),HP― IBイ ンターフェ
~ス 機能などのオブショ

ンが用意されています。

1-9.仕 様

1-10 4275Aマ ルチ 。フ リケンシー LCRメ
ータの仕

様を表 1-1に 示 します。この仕様は 4275A4 検ヽ査される

場合に基準となる動作標準または限界値となります。また

表 1-2は 仕様以外の 4275Aの動作に関する
一般的情報で

す。 これらは機器の使用上で必要になると思われる代表的

な特性であり,仕 様ではありません。 4275Aが YHPか ら

出荷される場合には,表 1-1の 仕様を満足する状態で出

荷されます。

1-11.安 全性について

1-12 4275Aは IEc PuBLICATION-348(1971)

の規定する安全階級 Iの製品です。

1_13.こ の取扱説明書の中で, “注意
", 曖
記
"と
いう

部分があり.ますが, これ らは本器を正 しく安全に使用 して



いただくために特に重要な事項ですから必ず守ってくださ喝

1-14.計 器番号

1-15.YHPは 機器を識別するために,本 器の裏面パネ

ル上に計器番号を付けています。本器に関するお問い合わ

せや修理依頼の際には,こ の計器番号も一緒にお申し付け

ください。

第 1章 概 要

1-20.オ プション002

1-21 4275Aォ ブション002は Ovか ら99.9vまで16023

Bバ イァス・コントローラまたはHP― IBコ ントロール信

号によって任意の電圧に設定できる直流バイアス電源を内

蔵します。バィァス電圧は±000vか ら±99.9vまで1レ
ンジで 3桁の数字で設定 します。

1-22.オ プション∞3

1-23 4275Aォ プション∞3はスタンバイ電池を内蔵す

ることによって,電 源切断時にも機器の任意の設定に関す

る記憶を保持し,電 源が再投入された時または使用中必要

な時にその設定を再現することができる機能をもちます。

1-24.オ プション004

1-25 4275Aォ プション∞4は 1-2-4ス テップで選択

する標準測定周波数に替えて1-3-5ス テップで選択する

10点の測定周波数を備えます。さらに2点 の任意周波数
を追加する特別周波数ォプションも併用できます。

1-26.オ ブション101

1-27 4275Aォ プション101は, HP― IB(Hewiett―

Packard lnterface Bus)ラインからリモートコントロー

ル信号を受けて測定データをそのラインを通して送り出す

ためのインターフェー不機能を備え,4275Aを HP―IBシ

ステムに組み込むことができます (IEEE 488準拠 )。

オプション Oo3バ ッテ リ・メモリ・バックアップとオ

プション 101 HP―IBイ ンターフェースの機育日ま,計

器番号 2045」01243以降の機器には,標 準装備 されて

います。

1-28.

1--29.

1-30.特 別測定周波数追加オブション

1-31.4275A特 別周波数追加オブションは 1点 または 2

点の任意の測定周波数を10点標準周波数またはォブション

004に 追加 します。追加周波数はォプション番号によって

次のように指定されます。

オプション    周 波数範囲

RXX      lo o kHz― _99.O kHz

SXx      loo kHz  -99o kHz

TXX   1 00MHz-9.9oMHz

アルファベットに続〈2桁 の数字にょって測定周波数の最

上位桁と2桁 目の数字を指定 します。オブション番号のア

ルファベ ットが Fの ときには次の特定周波数を指定 しま九

1- 1 6 .オ ブ ショ

1- 1 7  4 2 7 5 A r Cは

ており,そ れぞれ次

オプション 0 0 1

オ プション 0 0 2

オプション0 0 3

オプション 0 0 4

オプション 1 0 1

オプション 1 0 2

オプション 9 0 7 , 908, 909:ハ ン ドル, ラックマウン

ト,お よびハンドルとラックマウント

組み合わせキット。

オプション 910,91S, 91P:取 扱説明書 1部追加。

記

オプション001と002は同一機器に同時に内蔵するこ

とはできません。

1-18.オ ブション 001

1-19 4275Aオ プション 001は OVか ら35Vま で16023

Bバ イアス ・コン トローラまたはHP― IBコ ン トロール信

号によって,任 意の電圧に設定できる直流バイァス電源を

内蔵 します。パィアス電圧は 3レ ンジにわたって 3桁の数

字で次のように設定 します。

士.ooo v―土。999V

±000V― ±999v

±00.OV― ±350V

ン

基本的に 8つ のォブションが用意され

の機能やアクセサ リを装備 します。

直流パイアス内蔵 (0-35V)。

直流バイアス内蔵 (0-999v)。

パ ッテリ・メモ リ・パッタアップ。

スタンパイ電池内蔵による電源切断時

の設定データ記憶保持6

1-3-5ス テップ選択測定周波数。

HP― IBイ ンターフェース。

記

4275A
1-3
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オプション   測 定周波数

F01       15 7 kHz

Fo2       32 8 kHz

Fo3         455 kHz

F04      3 58MHz

F05       4 19 MHz

Fo6       10 7 MHz

1-35.付  属  品

1-36 図 1-1に 4275Aの付属品
一式が示されています。

本体のほかに電源 コ
ー ド(部 品番号 :8120-4753),

および 16047Aテス トフィクスチュアが付属します。.

1 - 3 2 .そ の他のオプション
1-37.別 売のアクセサリ

1-33電 気的性育レ 標ヽ準機器と同じで, ラックァウン

ト用部品などが追加されるオプションに次のものがありますb   l-38 4275Aに は浪1定rC便利な8種 類のテス トフィクス

オブション907:ア ロン ト・ハンドルキット。4275Aの 前   チ ュアとテス トケ
ーブルが用意されています。それぞれの

面両側面に運搬用ハン ドルを取 り付けます。        フ ィクステュアやケ
ープルはさまざまな測定用途や測定対

オプション908:ラ ノタ ・フランジキット。4275Aを 標準   象 の形状に適するように設計されており,各 種部品素子を

EIAラ ックに組み込むためのキットですo         能 率 よく簡単rc測定するためにご利用いただけます。

ォプション9o9:ラ ック ・フランジおよびフロント・ハン   表 1-3に それ らについての簡単な説明があります。詳 し

ドルキット。4275Aに ハン ドルを取 り付けてラックに組    く は第 3章 を参照 してください。

み込むためのキットです。

これ らのォプションの取 り付け方法や組み立て方法は第 2

章に詳 しく述べてあります。

1-34.次 のォプションを指定 (本 体発注時に )し ますと

常に付属する取扱説明書のほかに下記の説明書が追加され

ます。

オプション 910:英 文取扱説明書 1部追加。

オプション91S:英 文サービスマニュアル 1部 追加。

オブシ彗ン91P:和 文オペレーティングノー ト1部 追加。

1-4 4275A



測定項 目 :

パラメータ :C(容 量), L(イ ンダクタンス), R(抵 抗), IZI

(インピーダンス), D(損 失係数),Q(=1/D),ESR(等 価

直ラ嚇低抗), G(コ ンダクタンス), X(リ アクタンス), B(サ

セプタンス),θ (位相角)お よびL・ C・ R,ZIの △ (偏差値)

または△%(偏 差値のパーセント表示)。

測定の組み合せ : o― モー ドでは,C― D・ Q・ ESR,

L― D・ Q・ ESR R一 X・ L, IZ― a  ‐ R3・  モ
ー ド

では,C― D・ Q・ G,L― D・ Q・ G,R一 B・ C, IZI― &

表示 :5・1/2オ飢最大表示199999(高 分解能モー ド),4・1/2桁 ,

最大表示19999(ノ ーマルモー ド)。 (有効桁数は測定周波数,

信号 レ̂ tル  レ ンジによって変る)。

測定回路モー ド: …    (直列等価回路)お よび ●R3・

(並列等価回路),AUTOモ ー ドにより自動選択可育じ

偏差測定 :基準値を言己録し,測 定値 との偏差  ま たは偏差のパー

センテージを表示する。

表示範囲 :AUTOレ ンジのとき, -199999～ +199999カ ウント。

マニュアルレンジのとき-199999～ +199999カ ウント,イ旦し試

料はそのレンジで測定できる範匹

%の 表示範囲 :-199.99%～ +19999%

レンジ切換 :自動 または手動 (アップ ダ ウン)

トリガ :内邦 外部または手動

芳u蜀ヒ冑七月F: 4古出F[ナ寸蹴 。

測定信号 :

月1,支姜文:10k, 20k, 40k, 100k, 200k, 400k, lM, 2M, 4M, 10

M H z± 0 . 0 1 %。 オプション00 4により1- 3 - 5ス テップに変更

可能。10kH z～10.7MHzあ範囲で1点 または2点 あ周波数を

追加できる (特注仕様)。
OSCレ ベィレ:3レ ンジ,lmV～ lVrms連 続可笙
レベルモニタ :測定電圧または電流をモニタできる。

自動ゼロ調整 :測定用治具等の残留分をプッシュボタンにより少

なくとも下記の範囲内で自動的に除去できる。

C:20pFま ζ G:5″ Sま ( L:2000nHま ス■R:o.5Ω まで

セルフテス ト:SELF TESTキ ーにより4275Aの 動作 を確認 で

きる。

測定範囲 および測定確度 :各 測定項 目について以下に示す。

測定確度は次の条件を満足するとき測定端子面で規定する。

(1)ウ ォームアップ時間 :30分以上

(2)OSC LEVELパ ーニャ :× 1, ×0.1の レンジでパーニヤを

最大位置 (右いっぱい)に した場合。

(3)CABLE LENGTHを 0(ゼ ロ)の位置にし, 自動ゼロ調整

を実施 した場合

(4)周 囲温度 :2『C± 5℃ ,0°～5げCで は誤差の限界値は2倍 に

なる。

(5)有 効測定値のカウント数が20カ ウント以上の場合。

(6)確 度は土 (読みの%十 カウント+残 留分)で 表わすび

但し, Dの 確度は士(読みの%+Dの 絶対値 +ヵ ゥント),位

相角の確度は土角度(°)で表わす。

( 7 ) ( 6 )こおけるカウント値は,有 効測定イ直に対するカウント誤為

確度 触
　
瞬
訛

a E a 2

0           50000        100000        150000        200000

L・C・R・lZの表示カウント数  (高
分解能モー ド)

〔… "〕
上のグラフの横軸はディスプレーAの 表示カウント数、縦軸が確度

係数 (α.α2.1/α,1/′ )をあらわします。Lお よびC測 定の場合

1/α と 1/α2

4ヽ 0 0 k ' 4 M H z ( C測定 )

L・C・R・IZ lの表示カウント数

は周波数に対応するカープから、Rお よびIZI測定の場合はカープ

①から言売みとります。 β,γおょびδについては,各測定の右側の注

を参照。

α
＝

/盤写雰踏製表聟ギ】晰晃'測
定)

20k・200k・2MH2(L・C測定)

表 1- 1仕 様

第 1章 概 要

4275A 1-5



第 1章 概 要

C‐D, C‐Q預J,t―

（Ｌ
）
ヽ
ヽ
■
０

●左却まE彊]を示す。
●Cの 確度 はD≦ 0.1の 場合 に適用される。0.1

くDく 1の 場合は次の誤差 を加算す る。

D/10(%)(≦ lMH2)

D/2(%)(>l MH2)

●● 1/α :1-5ペ ァジの確度係数の グラフを参照 。

“ =2(10kH2,100kHz,lMHz 10MHz)

1(20kH2,200kHz,2MHz)

5(4鎌 Hz,400kHz,4MHz)

● γ :1-5ペ
ージの確度係数の グラフにおいて①

の カープを
｀
1/α
″ スケールで読む。

●Dの 測定範囲 :00001-9999

●Qの FR」定範囲 :0_01～9000,但 し1/Dの 演

算表示 (ノーマルモー ドでは001-1200)

● Cの 表示範囲 (ノーマルモー ドでのカウン ト数):

瀾 定 周 波 数

・n3・ …

:::奎::1約6∞以下～1"9
約800以下～1999

( D ≦ 1 )

0～19999 0～19999

●左表はC―ESR C― Gお ょびR―C浪J定のCの

確度 にも適用 され る。

●Cの 有効表示桁数 は淑1定 レベル, レ ンジ,周

波数によって変 る。最大 5桁 。最大分解能 C

:0_01fF。

●〃 ///1部分の確度は規定 していません。

ESR, C‐ G測 定

●左表 は を示 す。

（０
）
ヽ
ヽ
ユ
０
＼
（
ｑ
）
ヽ
ヽ
ユ
α
Ｏ
回

● Cの 確度 はC―D/ Q測 定の項 を参照

● α,α2, 1 /α, 1 /α2 : 1 _ 5ペ ー ジの確度 係

数の グラフを参‰

●γ: 1 - 5ペ ー ジの確度係数 のグラフにおい

て,① のカープをαスケールで読 む。

●ES R , Gの 表示範囲 (ノーマルモー ドでの
カウン ト数 ):

瀾 定 周 波 数

●ESR,Gの 有効表示桁数は4梅 但し
レベル, レンジ,周 波数によって変る。

最大5桁 。最大分解能ESR:001“ Ω、 G
: 0  0 1 n S。

●r////Л部分の確度は規定していません。

● 。l ESR:1%+(3/α +5/α2)+2

G:o52ち +(20γ+3)
。2 ESR:1%+(4/α +3)

G:o5%+(15γ +3)

[:礁)署FttI品

0 1%+(β +|)

( 0 3 + 0 0 3 /α) % + ( 0 0 0 0 5 + 3 / 1 0 1 m a ) + |

t t i+(?r+ |  )+t.Orrt

. r *  
q ) r * ( o . r r * ; L .

03%+(′+1)+|●1,F

ESR G

ESRレンシ:

10009～10MΩ
Gレンシ:

10∞nS～10mS

約10∞～1999

(D≦ 1)

0～19999
1Bし,411k,4001
4MH2のときは
o～moo

ESRレンシ:

101111nQ～1∞Ω
Gレンジ

10o口S-loS

0-19999 約250～19N99
(D≦1)

01%+(1/α +2)     l  o2%+(2/α +3)    l ・ 2

o . t o / 6 + $ a + s o + t \  |  0 . 3 % + ( 5 1 + 5 0 + r )  |  . z
3%+(6/α+5)

2%+(15汁 5)

o . t % + ( t / a + z ,  I  o . z % + Q l a + 3 '
01%+(5♂ +5α+|)     l   。 3%+(5● 2+5α+|)

●3%+(1/・+5)

03%+(10′ +5α+|)

表 1-1 仕  様 (つづき )
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像

100mH

難 輻
000μH

01%+3 難 一中̈̈
¨̈中̈

100μH t03ギ号
Eり%+tO∞|+面哉J手

Ⅷ 麟
聯

10μH
0 3 % + 3

Ⅲ9%+い +調
15+り%+喘年十:

( 2 +≒
|)% +

普
+1000nH ヒ

0 5 % + 5

けり%+:諦
( 1 +号)“+
聖Ш」キ|loonH 1

10kHz 1 20kH2 1 40kHz 100kHz 200kHZ1 400kHz IMHz 2M Hz 4MHz 10MHz

L‐D, L‐ Q預1,竜

（工
）
ヽ
λ
ゝ
コ

●左却ま
匠甕]を
示す。

●Lの 確度はD≦ 01の 場合 に適用 され る。

0.1く Dく 1の 場合は次の誤差 をカロ算す る。

D/10(%) (≦ l MHz)    /

D/2(%) (>l MHz)

‐ ,1/α :1-5ベ ー ンの 確 度係数のグラフ

を参照。

●γ:1-5ペ ー ジの確度係 数 のグラフにおい

て,① のカ
ープをαスケールで読む。

●Dの 測定魚姻 :00001～ 9.999

0Qの 311定範囲 :0.01-9000,但 し1/Dの 演

算表示 (ノーマルモー ドでは0.ol～ 1200)

●Lの 表示範囲(ノーマルモー ドでのカウント数):

- ・43・

:華醐 約6∞以下～Ю99約
81111以下～1999

(D≦ 1)

0～19999 0～19999

瀾 定 周 波 数

●左 表はL― ESR,L― Gお よびR一 L測 定

の Lの 確度 にも適用 される。

●Lの 有効表示桁数は,測 定 レベル.レ ンジ,

周波数によって変 る。

最大 5桁 。最大分解能 L:0 001nH。

●Z////m部 分の確度は規定 していません。

ESR,L‐ G測 定

（∽
）
ヽ
ヽ
３
０
＼
（
Ｇ
）
ヽ
ヽ
ゝ
α
∽
回

瀾 定 月 波 強

● Ⅲl ESR

C

・2 ESR

C

:1%+(20α 2+20ア)+2

:05%+(5/α +3)

:05%+(6α +5)

:05%+(2/α 2+3/α+2)

ESR G

r警囲
ふ

●Lの 確度 はL― D/Q測 定の項 を参照

薇 ,α l 1/α ,1/α ・:1-5ベ ージの確度係

数のグラフを参聰

●γ:1-5ペ ー ジの確疲 係 数 のグラフにおい

て,① のカープをαスケー ル で読む。

●ESR,Gの 表示範囲(ノーマルモー ド‐ ヵ
ウント数):

10M0

1000k Q

|レS 轟蓬墨蠅晰躊靱
100k Q

00″S 靭蝠 雅1::菫
甜

一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一́̈ 華:影盤構轟 躙 徹
蒻

10k Q

0004
11■111,%|
11彗1120H

１

　「

一″
■
■
一

¨
一〔
¨ ]轟mi轟: ESR G

|●XIQ

10mS

ESRレンシ:

10000～10‖Ю
Gレンシ:
1000nS～10口S

1500以下～1999
(D≦1)

0～19999
但し40L400L
`MH=で1ま
0～10000

1000

00nS 祉
0.2%+(5a+3)
o-3%+(2 /d+2/a+ t )

-l 00s ll ---------ir-- i_」 [:`illili:“ 橘

2)
ESRレンク:
1000餃～10m
Gレンシ:

1011nS-10S

0～19999
下
-1999

(D≦1)

1250以

彫    |ぃ1協1耀帯ル→塩i」墨野憮υ●ESR,Gの 有効表示桁数 は測定 レベル, レ

ンジ,周 波数 によって変 る。

最大 5桁 。最大分解能 ESR:o ol叔 , G
:0 01nS。

03%+(5α +3)

03%+(2/′ +2/α十1)

0.5% + (6a+3)

0 .5%+(s /d+2/a+ t )
----J| to(hH

10kHZ 1 20kHz i 40kHz l100kHz 200kHz 1400kHz l l MHz 2MHZ 1 4MHz l10MHz ●r////」部分の確度は規定していません。

表 1́-1 仕  様 (つづき )

第 1章 概 要
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第 1章 概 要

R¨X/B, R… L/C渕 Jラ置

●左表 は を示す。

●Rの確度はQ≦ 01(D≧ 10)ι'裁舘こi劇電

される。Qゝ0.1の場合は参考デ
ータを参照

●“ a2,1/“ 1/a2:1_5ペ
ージの確度係数

のグラフにおいてOの カ
ープを参照

●狂 高分解能モード■2壺奎立=をJユ

ノーマルモード Xの 読み(カウント)

10000

●Lの確度は,L― D/Q測 定の項を参照

●Cの確度は,C― D/Q測 定の項を参照

●R,X,B,Lお よびCの表示範囲 (ノ
ーマルモ

ードでのカウント数):
（０
）
ヽ
ヽ
ヽ
ｍ
λ
ｑ
）
ヽ
ヽ
さ
ｘ
λ
α
）
ヽ
ヽ
ュ
α

測 定 周 波 数

添字 8:直 列等価 回路

P:並 列等価 回路

●R , Xま たはBの有効表示桁数は,測 定レ

ベル,  レンジ,周 波数によつて変る。

最大 5桁 。最大分解能R・X10 01mQ,

B:0 01nS。

●1////〃部分の確度は既定していません。

● 。lX:1%+(20α 2+20α+1)

B:05%十 (3/α2+3/α+1)

。2X:1%+(20α 2+20α+1)

B:05%+(2/α +3)

。3X105%十 (10α+5)

B:05%+(2/α +3)

R・Xレ ンジ:

1000Ω～10MΩ

Bレンジ

101111ns-10mS

R・Xレ ンジ:

101111ttΩ～100Ω

Bレンジ :

100mS～10S

X
約 360以 下 ～1999 0～19999

R p

約500以下～1999

(Q≦ 1)

0～19999

B 0～19999 約360以 下
～1999

Ls 約560以 下 -1999
0～1 9 9 9 9

( D≦ 2 )

CP 0～1999

約560以下～1999

但 し,40k,400k,

4MH2で は

約14 0 0以下～19 9 9

1 - 8

表 1- 1 様 (つづき )

4275A



θ測定

●左表は
[EEE匡]を
示す

●α,1 /α: 1 - 5ペ ージの確度係数 のグラフにお

いて,① のカープを参照。

● θの測定範囲 :-180000° ～ +180 0oO°

● IZ,θ の表示範囲 (ノーマルモー ドでのカ

ウン ト数 )

● IZI, θ の有効表示桁数は,測 定 レベル, レ

ンジ,周 波数に よって変る。最大 5桁 。最大

分解育日Z卜 0 01mΩ 。

●r////1部 分の確度は規定 していません。

瀾 定 周 波 数

DCバ イアス オプシヨン002:0～ 99.9V内 部 DCバ ィアス(C≦ 0.lμF)

レンジ :土 (00.OV～ 99.9V),o.lVス テップ

確 度 :土 (読みの 2%+40mV)

出力抵抗 :50kΩ±10%,最 大電流 2mA

コン トロール :オプション001に同じ

コネクタ :オプション001に同じ

外部DC′ イ`アス :裏面ノヾネルのBNCコ ネクタに最大 ±200Vの 直

流電圧を`助1できる。

±35V MAXの とき, 内部直列オ抵抗 :loo Ω±10%

±200V MAXの とき, 内部直列抵抗 :150kΩ ±10%

モニタ出力 :裏面パネルのBNCコ ネクタから内部または鵜 レ ィヾ

アス電圧をモニタできる。

出力抵抗 :30kΩ

裏面パネルのスイ ンチによリバイアスモー ドを切換える

内部 Dレ くイア ス :

オプション00 1 : 0～3 5 V内部DCバ ィアス

レ ン  ジ ステップ 確     度 *

土(.000～ .999)V

土(1.00～ 900)V

土(10.0～ 35.0)V

lmV

10mV

O.lV

土(読みの0.5%+2mV)

土(読みの0.5%+4mV)

土(読みの0.5%+20mV)

■スイッチ位置が C≦ 0,lμFの場合。C≦ 200μ Fの ときιま土(読みの 2%+
20mV)

出 力抵 抗 :2 2 0Ω ± 10 % ,最 大 電 流 40 m A ( C≦ 0 . lμF )

1 0 5 0Ω ± lo % .輝 流 10 m A ( C≦ 2 0 0μ F )

コン トロール :16023B直 豫 イ`アスコントローラまたはHP―

IBに よるリモー トコントロール

コネクタ :コ ントロール入力用コネクタ(16023B側 ):YHP部

品番号 1251-0293,ア ンフェノール 57-30240

適合コネクタ :YHP部 品番号1251-0292,

アンフェノール 57-40240

IZI θ

約360以下～1999 0～18000

0～19999 0～18000

表 1-1 仕  様 (つ づき)

第 1章 概 要
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第 1章 概 要

一 般 仕 様

動イ乍温度 :0°C～ 5げC, 4ぴ Cで ‖は1,1〃鯰95%1■ ド.

電  源 :10Q 12α  220V± 10%, 240V+5,ぢ
-10%, 48-66H z

i青でセlLブ」は165VAmax

外形寸法 :約4 2 5 5 ( 幅)×1 8 8 ( 高さ)×5 7 4 ( 奥` iき) n l l n 。

重  量 :率4J18kg (標準∴∴)

付属アクセサリ :1 6 0 4 7 Aテストフィクスチャ, 電'原コ
ー ド

オプション
オブション001と002は[‖■に装備することはできません。

オプシ ョン0 0 1 : 0 ～ ±3 5 V 内部 直流 バ イア ス

オ プシ ョン0 0 2 : 0 ～ ±9 9 9 V 内 部 直流 バ イア ス

ォ プシ ョン́003: メ モ リ ・バ ックア ップ

キー ス イ ッチの状 態 ,偏 差 根1 定の 基準値 お よび治 具等 の オフセ ァ

ト量 を不揮 発記 憶 し電 源 オ ンまたは キ
ー操 作 に よ リドニ現 で きる 。

オ プシ ョン0 0 4 : 測 定 周波数 を1 - 3 - 5 ス テ ップ に変 更 す る

10k, 30k, 50k, 100k, 300k, 500k, lM、  3M. 5ヽ ■ 10

MHz± 001%

オプション101:HP― IBデ ータ出力およびリモー トコントロール

(IEEE-488お よびANSI一 MCl lに 準拠)。

HP― IBイ ンターフェース機能 :

SHl:送 信ハンドシェーク機能

AHl:受 信′ヽンドシェーク機能

T5 :ト ーカ (り、本的 トーカ, シ リアルポール, トークオンリ

ー, トークア ドレス解除)

L4 :リ スナ (米本的 リスナ, リ スンア ドレス解除)

SRllサ ービスリクエスト機能

RLl:リ モー ト/ロ ーカル機育ヒ, ローカルロ ックアウト櫂賄ヒ

DCl:デ バイスクリア機能

DTl:デ バイストリガ機能

リモー トプログラムできる機能 :OSC LEVELの パーニヤを除

くフロントパネルの全機能および内音6直流バイアス (オプショ

ン)。

アータ出力 :L・Cと D・Q・ESR・ G,Rと X・B・L・C, ZI― θ,

△または△%, △ 測定の基準イ蔵 涸J定電Ft/4電流  フ ロントパ

ネルキーの状態。

オプション003バ ッテ リ・メモリ・バックアップとオプション

101 HP―IBイ ン ターフェースの機能は,計 器番号 2045J01

243以降の機器には,標 準装備されています。

ォプション907:フ ロント・ハンドルキ ント。 4275Aの B‐ji角iiJllサイ

ドに運搬用ハンドルをITxりつてする。YHP音 障詰番号5061-0090

ォプション908:ラ ンク・フランジキ フト。 4275Aを ラックに組み

込み可能 とする。 YHP部 品番号5061-0078

ォブション909:ラ ンク ・フランジおよびフロント
ハンドルキント

4275Aに ハンドルを取 りつけ, か つラックに組み込み可能 とす

る。 YHRttfl番 号5061-0084

オプション9!0:英 文取扱説明書
一部追加

オプション91P:和 文取扱説明書
一部追加

任意周波数追加の特注オブション.1点 または2点 の周波数を追加

できる。

選択できる周波数範囲 :10kHz～10 7MHz± 0.1%

周波数の指定方法 (オプション番号):

周波数を2桁 て寸旨定する場合は次表による。

周 波 数   1   特 / i オ プ シ ョ ン 番 号

10 0kHz～990kHz  l R□□,    □□に指電1lTl警
鳳ムz～“よ121S品  〔胤慌'1:
l . 0 0 M H z - 9 . 9 0 M H 2  |  T ! ! ,  t t ,  t a . > 3 > A t s

記

周波数を3桁 て十旨定する場合

オプション 周  波  数 オプション 周 波  数

F 0 1

F02

F03

1 5  7 k H z

3 2  8 k H z

455kHz

F04

F05

F06

3 58MHz

4 19MHz

10 7MHz

表 1-1 仕  様 (つづき )

1-10 4275A



第 1章 :概  要

参 考 デ ー タ

測定確度 :

‖1定レベルが×001レ ンジの最大 レベルのときの確度 :

C―D・Q測 定 :αを含む項を全て1010Lする。

C ―E S R ・ G I R I 定 : | 卜様 とl u l じ。

L―D・Q測 定 :αを含む項を全て10倍する。

L―ESR・ G rllり定 :fti様と同じ。

R―X・B・L・C測 定 :α γ δを含む%誤 差の項を全て1研書する。

IZI―鉗 1定 : Z:α を含むlltを10倍する。

θ :仕 様の 2倍 の言呉差になる。

OSC LEVELバ ーニャが 1以外のときの確度 :

確度は下図に示 した係数1音になる。

って変る。

10K     100K     IM     loM

測定周波数(H2)

IZI―釧 1定では_11図にさらに30ms加 算する。

高分解育ヒモー ドでは上図の約 8倍 になる。

レンジー 間 : 1 0 0 m s ～3 0 0 m s / レンジ切換

周波数切換時の信号安定時間 :約 200ms, ftlし200HzttTに 切換

る場合は 糸りlKXXlms

測定 レベル切換時の信号安定時間 :MULTIPLIER:約 200ms

イ'1しXO_olレ ンジにした時は約 10oOms
バーニヤ   :2～ 3s

なお周波数,レベノし初換時には200msは 内部で自動的に待ちます。

DCバ イアス印カロ時の信号安定時間 :

バイアス電圧の落ち着 き時間と,下 表にょる安定時間のうち長

| ヽ方 。

DCバ イアス印カロ時の信号安定時間 :

OSC LEVEL 安定時間(E :バ イアス電圧 )

×|

×0 1

×001

2 0 0 + E ( V ) m s

3 0 0 + E ( V ) m s

4 0 0 + E ( V ) m s

バイアス電圧の落ち着 き時間 :

オうオション001:201ns

600+6Cx(μ F)

オプション∞2:300 ms(C≦ 0

関連アクセサ リ0保守部品

HP‐IBイ ンターフェースケープル :

↑
Ｅ
）
Ｅ
歯
製
頭

＝
準

Ю
卜
鞍
里
牽
週
撻
骰

0  1                  0  5

0SCレ ベルのパーニヤの目盛

測定用ケープルや治具にょる遣カロ誤甚 :治具等の残留イ

スによる誤差 と,lMHz以 _11で影響する高周波誤差があ

1 0

ンピーダン

リます。

(C≦0 1″ F )

m s ( C < 2 0 0μ  F )

lμF )

10833A (糸 ウlm)

10833B(約 2m)

1 0 8 3 3 C (約 4 m )

10833D (率 Ю 5m)

D>1の ときのCoLの 確皮 :確度仕様を(1+D2)倍する。

Q>0.:(D<10)の ときのRの誤を :確度仕様を(1+Q2)倍する。

フロントハンドル ・キット:YHPttЬ品番号5061-0090

ラックフランジ ・キット:YHP吉 5品番号5061-0078

ラックフランジ,ハ ン ドル ・キット:YHP音 5品番号5061-0084

電源ヒューズ :YHP部 品番号2110-0059(100/120V)

YHP部 品番号a10-0360(220/240V)

過電圧 (バイアス)保 護用ヒューズ :YHP部 品番号2110-0201

測定回路保護用ヒューズ :YHP部 品番号2110-0012

残留インピー

ダンス

高周波誤差f(MHz):使 用周波数,f≧ |

%誤 差の追加(各パラメータ) Dの オフセット

16047A 5t \ * )  %r tc 0 . 0 2 ' ( - r 0 /

( 2 M H z以 下 使用)

16047C Ix02‰g Om×m2
16048A
16048B

s " (ft)",as a02×m2
16048C

C く約5 p F

しく約20 0 n H

Rく約 1帥短

(100kHz以 下で使用 )

16034B

C く約0  0 2 p F

L く約3 0 n H

R く約5 m o

s"(j6)" z,os o  * ^ ( * )

治具等の残留インピーダンスと試料とで共振する場合は,

信号の上限周波数が制限されることがあります。

LEVELモ ニタの測定範囲および確度 :

測定範囲 確   度

電  圧 001V～ 100V 士(読みの3%+|カ ウント)

但 し: M  H zを越 える場合は,士 (読みの1 % +

2mV or 2″A)電  流 001mA― 10 0mA

表 1-2 参 考データ

4275A 1 - - 1 1



第 1章 概 要

ァ ク セ サ リ 概 要

制″A鑢ヽ 51
綱鰤榜fllll豊

測定端子に直接取り付けて使用する4端子対構成のテ
ス

トフィクステュアで, 2本 の リ
ー ド線をもつ小型部品の

測定に適しています。次の 3種類の電極モジュ
~ル が付

属しています。

①ァキシャル ・リー ド部品用 (部品番号 16061-70022)

②一般ラジアル・リード部品用 (部品番号 16061-70021)

③短いラジアル・リ
ード部品用 (部品番号 1∞47-65001)

±35V以 下の直流バイアス電圧で使用します。

16047B

\q t,'i? f\

ヶ―ブルを測定端子に接続 して使用する 4端 子対構成の

テス トフィクスチュアで, 2本 の リ
ー ド線をもつ小型部

品を2 MHz以 下の周波数で測定する用途に適しています。

16047Aと 同じ3種 類の電極モジュ
ールが付属 します.

ッール ドを兼ねた開閉する安全カバ
ーが取 り付け られて

おり,± 200Vま での直流バイアス電圧がかけられます.

カバーを開けると演1定信号,直 流バイアスともrC切り離

され,試 料の電荷は速かに放電 されます。

９
ノ‐

16047C

φθθο?

めネジによってしっか りと電極に接続されます。

± 35V以 下の直流バイアス電圧で使用します.

警

任意の特製テス トフィクステュアを 4275Aの 演1定端子に

接続するための BNCコ ネクタ付き4端子対測定ケ
ープ

ルで,± 300Vま での直流パイアス電圧がかけられます.

ケーブル長設定値 :lm

測定器接続端子から末端 までの長さ :約 95 cm

表 1-3 ア クセサリ

1-12 4275A



ア ク セ サ リ 概 要

特にシステム用途に適 した ミニチュア RFコ ネクタ付き

4端 子対測定ケーブルで, ± 300Vま での直流バイアス

電圧がかけられます。

ケーブル長設定値 :lm

測定器接続端子から末端までの長さ :約 93cm

多様な形状の部品を 100 kHz以下の周波数において簡便

に測定するためのクリップ付き演1定ケーブルで,以 下の

測定範囲で使用します。

キャパツタンス :1000 pF以 上

インダクタンス :1∞ μH以 上

±35V以 下の直流パイアス電圧で使用 します。

ケーブル長設定値 :lm

測定器接続端子から末端までの長さ :約 128 c m

fS7 "o uB +Eh,JS.-FLF*
リー ド線のない小型の部品素子を測定するためのビンセ

ット型演1定治具の付いた濃1定ケーブルで,± 42V以 下の

直流バイアス電圧で使用します。ゼロ 。ォフセット調整

用の補正用ブロックが付属されています。

ケーブル長設定値 :lm

測定器接続端子から末端 までの長さ :約 133c m

16023B

‐

オプション001またはオプション002と併用 して内部直

流バイアス電圧を3桁 のサ ミール ・スイッチで設定する

直流バイアス ・コントローラです。パイアス電圧はポタ

ン ・スイッチを押 した時から印加されます。

(I:`多(24ピ
ン)離
貫IIE ::]二::;:)

表 1-3 ア クセサリ(つ づき )

第 1章 概 要
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第 1章 概 要

電極寸法図 (単位mm)
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第 2章 .使用前の注意

2-1.概  説

2-2 本 章には,検 査  こ ん包,保 管および使用前の注

意に関する情報が述べられています。

2-3.検 査

2-4.本 器は,工 場を出荷する前に,機 械的ならびに電

気的に十分な検査を受け,正 常な動作が保証されています。

お手もとに届きましたら,す ぐにこん包を解き,輸 送中に

損傷を受けていないかどうかを確認して〈ださい。

損傷を受けていたり,仕 様どかりの動作をしないときは,

ただちにもよりの YHP営 業所,代 理店にご連絡〈ださい。

住所,電 話番号は巻末に記載されています。

2-5.電 源

2-6 本 器は 100,120,220(■ 10%),ま たは 240Vrms

(+5%,-10%)48 Hz～ 66 Hzの Ac電 源で動作 します。

本器の電源電圧の選択方法は図 2-1に 説明されています。

また電源ヒューズは,機 器の動作電源電圧に応じて適切な

ヒューズを使用 しなければなりません。電源電圧を変更 し

た時は,裏 面パネルにあるヒューズホルダ内のヒューズを

表 2-1に 示されたヒューズと交換 してください。

注  意

電源を投入する前に,必 ず本器の電源切 り換えスィッ

チの設定電圧および使用されているヒューズが, AC

電源電圧に適 していることを確認してください。

ヒューズはヒューズホルグの溝にスク リュー 。ドライバを

さし込んで押しながら反時計方向に90°まわすと取り出す
ことができます。

本器の電源電圧はェ場出荷時に100Vに 設定されています。

100V設 定
電源電圧の選択

本器の裏面パネルに左図に示す電源電圧選択
スイッチが付いています.

図の斜線部で示 したスィッチの溝にスクリュ
ー ・ドライパをあてがって上方または下方に

ずらし,希 望する電源電圧を選択します。

左図は電源電圧をそれぞれ 100vと 120Vに

設定した場合のスィッチの位置を示します。

2つ のスイッチの溝の位置を結ぶ線上に記さ

れた電圧値が選択した電源電圧です。

1 .

120V設 定

図 2-1 電 源電圧の選択
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電源電圧 100Vま たは 120V 220Vま たは 240V

A C電 源

ヒ ュ  ズ

1 . 5 A

(ス ロ
ー ・プロー )

(HP 2110-0059)

0.75A

(ス ロ
ー ・プ ロー )

( H P  2 1 1 0 - 0 3 6 0 )

表 2-1 電 源ヒューズ

第 2章  使 用前の注意

2-7.3芯 電源 コー ド

2-8 本 器には,取 りはずしのできる3芯電源コードが

付属しており,コ ー ドの先端には平形プラグと3極のNEMA

プラグが付いています。平形プラグは,裏 面パネルの電源

モジュールコネクタに,NEMAプ ラグは,接 地端子を持っ

た3極の電源コンセントに接続します。こうすると,本 器

は電源コードの接地線を通して接地され,AC電 源による

電撃事故を防ぐことができます。

注  意

接地端子をもたない 2極 の電源コンセン トを使用する

場合には, 3極 -2極 変換アタ
・
プタ (部 品番号 5080-

3149)を使用 します。この場合,ア ダプタからでてい

る短い リー ド線を接地すれば,本 器を接地 して安全に

使用することができます。

2-9.動 作環境

2-10.温  度 :本器は 0℃～+55℃ の範囲で動作できる

ようrC設計されています。

2-11 湿  度 :本器は 40℃における相対湿度 90%ま で

の環境で使用できますが,機 器内に水滴を生 じさせるよう

な湿度限界か らはできるだけ保護 してください。

2-12.オ プション(907,908,909)の 取付け

2-13.工 場から出荷される製品は,全 て卓上形です。し

か し,オ プション907, 908あ るいは 909の指定された製

品には表 2-2に 示す ような金具が付属 していますか ら,

ラックマウントヘの取付けあるいは
ハン ドルの取付けが簡

単にできます。

2-14.保 存および輸送の環境

2-15 本 器は次rC示す範囲内で保存され輸送されなけれ

ばなりません。

温 度 ……………・-40℃～+75℃

湿 度 ……………・相対湿度 95%ま で

局 度 ……………・15,000m

本器は器内に水滴を生じさせるような温度限界からは保護

されなければなりません。

2-16.輸 送 とこん包

2-17 本 器を輸送したり,修 理のためにYHPに 返送す

る場合は,最 初にか届けしたときのこん包材料をお使い〈

たさい。したがって, こん包材料は保存しておかれること

をかすすめ します。しか し,す でにな〈なっていたり,役

に立たなくなっている場合は,下 記の方法でこん包してく

ださい。

a.本 器をじょうぶな紙または ビニ
ールなどで包んで く

ださい (突 き出ている部分には,ク ッションを当て

が ってください )。

b。 木箱またはグンポール箱を使い,そ の大きさは少な

くとも本器の各方面から10 cmほ ど余裕のあるもの

にして〈ださい。

c.ポ リウンタン ・フォ
~ム など確実にショックを吸収

する材量を十分につめて〈ださい。

d.箱 の外側を接着テ
ープなどで しっかりととめ,さ ら

に必要な場合はバンドをかけてください。

こん包についてご不明の点がありましたら,も よりの YHP

営業所,ま たは代理店にお問い合わせ ください (住 所
。電

話番号は巻末に載せてあります )。
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表 2-2 ラ ックマウン トの部品表

第 2章  使 用前の注意

t / 2  a > キ ッ ト名 部 品番 号

ハンドル ・キット 5061-9690

ｎ
υ ラック・フランジ 。キット 5061-9678

ラック ・フランジ ・ハ ン ドル ・キ ッ ト 5061-9684

｝み
⑫
ご

1 表面パネルのフレームの側面にはってある化粧板①

(フ レームに粘着 しています)を はがします.

フロント・ハンドル③にトリム材④がついていれば

それをはずします。ハンドルをフレームのみぞに合

わせます。卓上形のままで, フロント・ハンドルの

みを取り付けて使用する場合は,ハ ンドルをネジ止

めして, トリム材④をはめ込みます。

フロント・ハンドル③とL形 金具 (フ ランジ)⑤を

組み合わせてフレームにネジ止めします。取 り付け

ネジはセルア・ロッキングになっていますから, ワ

ッシャは不要です。右側のハンドルと金具も同様に

して取り付けます.

4個 のプラステックの足をはずします。足の前後を

強くつまみ,前 足は後方へ,後 足は前方へずらせて

はずします。これで本器は, EIA規 格の標準ラッ

クに組み込めます.フ ロント・ハンドルなしのラッ

クマウントも可能です (表 2-2参 照 ).

ご不明の点は, もよりの YHPの 営業所,ま たは代理店

にお問い合わせ〈ださい。

図 2-2 ラ ックマウン トの方法
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第 3章 使 用 法

3-1.ま えがき

3-2 こ の章では4275Aを正しく使用していただくため

に,使 用上の必要な情報について述べます。表面パネルの

操作機能,操 作手llF,各種の応用測定についての代表的な

測定法,基 本的な動作試験およびォプションに関する情報

が記載されています。本文中に記載されている注意事項は

使用者と機器の安全のために必ず守ってください。

3-3.パ ネルの説明

3-4.4275Aの 表面パネルと裏面パネルの操作機能を図

3-1と 図 3-2に 示 します。説明図に添えられた番号は

説明欄の見出し番号と対照されます。操作機能と操作手順

の詳細は3-8項 以降に説明されています。

3-5.セ ルフテス ト

3-6 4275Aは 基本的な動作を確認するために次の3種

類の自己診断機能を備えています。

a.デ ィジタル動作試験

b.表 示ランプ点灯試験

c.ア ナログ動作試験

ディジタル動作試験は電源スイッチをONに する毎に自動

的に行われます。表示試験とアナログ動作試験はセルフテ

スト・ボタンを押すことによって行われ,測 定の前にこれ

らの試験を行って本器の動作を確認することができます。

a.デ ィジタル動作試験 :この試験は電源スイッチを

ONに する毎に自動的に行汐 ■ます。この試験は本器

が記憶 している自動演1定プログラム(記憶内容 )に

誤 りがないことを確認するために行われます。異常

がない場合は本器の左上のディスプレ
ー部に5つの

英文字Pが llF番に現われます。もしも何らかの異常

がある場合には,表 示される文字Pが 5番 目まで進

まずに異常のあるステップで止まります。しかし表

示器が不良であっても停止せずに調験が行われます

(この試験の詳細は3-"項 に説明されています)。表

示器の不良は次の試験で発見することができます。

4275A

b.表 示点灯試験 (セ ルフテス ト第 1ス テップ ):セ ル

フテス ト・ボタンを押すと,BIAS oNの 表示ラン

プ以外のすべての表示 ランプが約 1秒間点灯 します

(数 字表示器と単位を表示する ドット表示器も点灯
します )。

c.ア ナログ動作試験 (セ ルフテス ト):表 示点灯試験

の後に,ア ナログ測定部の動作試験が行われます。

この試験機能は測定端子を開放または短絡状態に設

定 して,ア ナログ回路の基本的な試験ができるよう

に設計されてぃます。このようにアナログ試験はォ
ープン試験とショー ト試験から成 り,ォ ープン試験

の時にはOP,シ ョー ト試験の時には SHの 表示が

左上のディスプレーに現われます。

セルフテス トを行 うには 16047Aテストフィタスチュァ

を使用 します。ォープン試験の場合 には測定端子の

HIGH側 とLOW ulk何 も接続せずに,ま たショー ト

試験の場合は低インピーダンスの短絡板を接続します。

OSC LEVELツ マミを最大位置に設定 します。

3-7 オ ープン試験は20の試験ステップを含みます。各

ステップ毎に診断試験はそれぞれ異なる回路部 (種 の々動

作状態 )について実行されます。20ステップの検査は再度

セルフテス ト・ボタンを押すまで,表 示点灯試験から順番

に繰り返されます。20ステップの試験中に異常がある場合

はDISPLAY― Aに 例えば OP3と 表示され, これは第 3

ステップrC異常があることを意味 します。

ショート試験を行うにはLま たはRの ポタンを押します。

ショート試験は第21から第27ステップまでの7ス テップか

らなります。 7ス テップの検査が終わってもセルフテスト:

ボタンを再度押すまで試験は繰り返されます。この 7ス テ

ップの試験中に何らかの異常がある場合には,そ の異常が

あるステップの番号がDISPLAY Aに 例えばSH 23と表

示されます (これは第23ステップに異常があることを示し

ます )。

もしも試験の結果に異常がある場合は次の点について調べ

てください。

a。測定端子に接続 している16047Aテス トフィクステ

ュアが適切に短絡または開放されていることを確認

します。
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第 3章  使 用法

① LiNE ON/OFFス イッチ :本器の電源をONに し

て,演1定ができる状態にします。

トリガ ・ランプ :試料を測定中に点灯し,測 定中で

ない時間 (ホ ール ド時間 )は 消灯 します。それゆえ

1回 の測定サイクルで 1回 の点滅が行なわれます

TRIGGER ⑫ が INTに 設定されている時は繰り

返 し点滅 します。

DISPLAY A:ィ ングクタンス,キ ャパシタンス,

抵抗またはイ/ピ ータ
・
ンスのull定値が 00000か ら

199999まで 5-1/2桁 の数字で,小 数点と単位を

伴って表示されます (表示桁数は機器の設定によっ

て変わります )。 もしも試料の値が選択されたレン

ジのフルスケールを越えるとOF(over F10● )表

示が現われます。同様にもし試料の値が小さすぎる

とUF(Under F10w)表 示が現われます。不適当な

操作を行なった場合は,そ の操作による命令入力が

自動的に解除されるか,ま たは誤った設定を取り除

〈までErr lか らErr 9までの 9つのエラー。メッ

セージのうち1つが表示されます。

DISPLAY B:損 失係数,Q係 数,等 価彦 囁抗,

コングクタンス, リアクタンス,サ セブタンス, イ

ンタ
・
クタンス,キ ャパツタンスまたは位相角の測定

値が00000から199999まで5-1/2桁の数字で,

小数点と単位を伴って表示されます (表示桁数は機

器の設定によって変わります )。 DISPLAY A③

にoF,uFま たは Errが表示された墜 はDISPLAY

Bは プランク (何 も表示されない )に なります。

⑤ FREQUENCY/TEST SIG LEVELデ ィスプレ

ー :濃1定周波数,測 定信号電圧または電流が小数点

を伴った2-1/2桁 の数字で表示されます.測定単

位は数字表示の右隣に単位表示ランプで示されます

測定信号電圧または電流は,そ れぞれ TEST SIG

LEvEL CHECKボ タン⑩が押されている間のみ

表示されます。

FREQUENCY STEPボ タン:これらの2つのポ

タンによって,12点の測定周波数 (10点の標準周波

数と2点のォプション周波数 )か ら希望する周波数

を選びます。UPボ タンを押すたびに測定周波数は

1-2-4ス テップ(ォ プション004では 1-3-5ス

テンプ)で さらに高い周波数へ移 ります。 DOWN

ボタンを押すと測定周波数は逆の順序で低い周波数

へ移 ります。選択 した測定周波数は FRInUENOY

′TEsT sIG LEVELデ ィスプレー⑤に表示さ

れます。

OSC LEVELツ マミ:こ のツマミはMULTI―

PLIERボ タン③によってil■択 したレンジにおいて

濃1定信号レベルを最小値から最大値まで10倍比で変

えることができ,希 望するull定信号レベルに設定し

ます。

MULTIPLIERボ タン:これらのボタィによって

測定信号レベルの可変範囲を×0.01(lmV-10mvp

×0.1(10 mv-100 mV)ま たは×1(100mV-1つ

のいずれかに設定します

②

⑥
③

○

④

③

図 3-1 表 面パネルの説明
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◎ HP― !Bステータス ・インディケータとL∝ ALボ

タン :SRQ, LISTEN, TALKと REMOTEの 4

つのランプは本器にI‐IP―IBオ プション101を内蔵

した場合に本器とHP一 IBラ インとのインターフェ

ースの状態を示します。L00ALボ タンを押すこと

によって,HP― IBラ インからのリモート・コント

ロール信号によらずに本器の操作機能を表面パネル

のボタンで設定することができます。

丁EST SIG LEVEL CHECKボ タン :これらの

ボタンによって試料に実際に加わる測定信号のレベ

ルをモニタすることができます。Vま たはmAボ タ

ンが押されている間は■もEQUENCY/TEST SIG

LEVELデ ィスプレー⑤に演1定信号電圧または電流

が (Hll定周波数に代わって)表示されます.

H:GH RESOLUT:ONボ タン :このボタンを押

すと,lo回 測定するごとにそれらの演1定値が平均演

算されることによって測定分解能が 1桁高められま

す。通常の桁数にさらに下位 1桁が加わった測定値

が約8倍の繰 り返し測定周期で表示されます.

TR:GGERボ タン:これらのボタンは測定のトリ

ガ信号を INT,EXTま たはHOLD/MANUALか ら

選びます。 INTト リガモー ドでは,本 器は内部 ト

リガ信号によって自動的に測定を繰 り返します。

EXTボ タンを押 した時は,裏 面パネルの EXT

TRIGGER端 子に外部 トリガ信号を加えることに

よって測定が開始します. HOLD/MANUAL ト リ

ガ。モードでは, このポタンを押した瞬間にトリガ

がかかり, 1回 だけ測定が行なわれます。

CIRCUIT MODEボ タン:これらのボタンによっ

て希望する測定等価回路モ
ードを選びます。並列等

価回路 (・Fl・ )または画 時 価回路(`□躊 。)

がそれぞれのボタンを押すことによって選択されま

す。AUTOモ ー ドでは本器は適切な並列等価回路

または直列等価回路を自動的に選びます。

SELF ttESTボ タン:このボタンを押すと本器の

基本的な機能と動作を検査するための自己診断が自

動的に行なわれます。この自己診断はもう一度ボタ

ンを押して解除するまで繰 り返されます。

DiSPLAY Bフ ァンクション選択ボタン:これら

のポタンはDIsPLAY Aフ ァンクション選択ボタ

ン⑬によって設定された主要な測定パラメ
ータと同

時に組み合わせて設定する,従 属的な演1定パラメー

タを選びます。それぞれのボタンによって次のよう

に測定′くラメータを設定します。

D:ィ ングクタンスまたはキャパツタンス測定に

おいて損失係数 (Dissipation FactOr)を 従

属演1定′ヾラメータに選びます。

Q:イ /ダ クタンスまたはキャパシタンス測定に

おいてQ係 数を選びます。Qの 値は演1定され

た損失係数値の逆数として演算表示されます。

ESR/G:イ ングクタンスまたはキャパシタンス

測定において等価直列抵抗 (ESR)ま たはコ

ング
・
クタンス(G)を 選びます。直列等価回

路による測定では ESRに ,並 列等価回路測

定ではGに 設定されます。

X/B:抵 抗測定においてリアクタンス(X)ま

たはサセプタンス(B)を 選びます.直 列等

価回路による源1定ではXに ,並 列等価回路測

定ではBに 設定されます。

L/C:抵 抗演1定においてイングクタンスまたは

キャパツタンスを選びます.直 711等価回路に

よる演1定では Lに ,並 列等価回路ではCに 設

定されます。

θ表示 ランプ :イ ンピ
~ダ ンス測定を行なってい

る間はこのランプが点灯し,同 時に位相角を

測定 していることを示 します。

LCRZ RANGEボ タン :こ れ らのボタンによって

イングクノンス,キ ャパンタンス,抵 抗またはイン

ピーダンス測定における潰1定レンジを選択 します。

AUTOモ ー ドでは試料の値に応じて最適なレンジが

自動的に選ばれます。MANUALぶ タンを押 した時

には,測 定端子に接続する試料を変えても測定レン

ジは固定されています.DOWNま たはUPボ タンを

1回 押す毎に測定レンジが 1つ移 り,希 望する測定

レンジを選ぶことができます (前 もって MANUAL

ボタンを押す必要はありません ).

D:SPLAY A偏 差測定ボタン :これ らのポタンに

よぅてイングクタンス, キャバンタンス,抵 抗また

はインピーダンスの偏差測定を行ないます。偏差測

定値は DISPLAY A③ に表示されます.こ の偏差

測定はDISPLAY Bフ ァンクションについては行

⑩

⑫

⑮

⑬

⑭

⑭

⑮

図 3-1 表 面パネルの説明 (つ づき )

第 3章 使用法
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第 3章  使 用法

なわれません.そ れぞれのボタンは次の機能をもち

ます.

Z:こ のボタンを押すと,試 料の演1定値と基準に

なる浪1定値との差の値が表示されます。

Z%:こ のボタンを押すと,試 料の測定値と基準

になる測定値 との差が,基 準値に対するパー

セン ト偏差で表示されます。

RECALL:こ のボタンを押 している間は,本 器

が記憶 した基準になる測定値がDISPLAY

A③ に表示されます。

STORE:こ のポンンを押した時にDISPLAY A

③に表示されている測定値が基準値として記

憶されます。

DI S P L A Y  Aフ ァンクション選択ボタン :これら

のボタンによってイングクタンス,キ ャパシタンス,

抵抗,イ ンピ~ダ ンスから希望する測定パラメータ

を選びます。

インダクタンス測定を行ないます。同時に

DISPLAY Bフ ァンクション⑮か ら損失係

数 (D),Q係 数,等 価直列抵抗 (DsR)

またはコンタ
・
クタンス (G)の 演1定パラメー

タを選ぶ ことができます。

キャパツタンス演1定を行ないます。同時に選

択できるDISPLAY Bフ ァンクションはイ

ングクタンス測定 と同様です.

抵抗測定を行ないます。同時にDISPLAY

Bフ ァンクション⑮からリアクタンス (X),

サセプタンス (B), イ ングクタンス (L),

またはキャパシタンス (C)の 演1定パラメー

タを選ぶことができます。

ベク トル・インピーダンスの絶対値を測定 し

ます.同 時にDISPLAY Bフ ァンタション

か ら位相角が自動的に選ばれます.こ の 2つ

の測定パラメータ値の組み合わせは試料のベ

ク トル ・インピーダンスを表現 します。

⑩ ZEROオ フセット調整ボタン:これらのボタンによ

って,テ ストフィクステュアや測定ケ
ーブルに存在

する浮遊容量,残 留イングクタンス,残 留抵抗,残

留コングクタンスを打ち消して正 しい測定値を得る

ための補正を行ないます.測 定を始める前に測定端

子を開放 して OPENポ タンを,短 絡 してSHORT

ボタンを押す と,測 定値はこれらの寄生 インピ
ータ
・

ンスに対 して自動的に補正されます.

DC BIASス イッチ :このスイッチは直流パイアス

電圧の制限値を±35Vま たは±200Vに 設定 し,ま

た直流バイアスを加える場合に使用するテス トフィ

クステュアや測定ケーブルを限定 します.ス イッチ

を±35V MAXに 設定した時には試料に加わる直流

バィアス電圧が最大±35Vに (保護回路によって )

制限されます.±200V MAX FC設 定 した時には標準

テス トフィクスチュアと標準測定ケーブルのうち,

±35V以 下で使用すべきものはその構造上接続でき

ません。

CABLE LENGttHス イッチ :lmの 標準測定ケ
ー

ブルを使用する場合に,ブ リッジが最良の状態でパ

ランスし,測 定誤差が最小になるようにこのスイッ

チを 「lm」 に設定します。llNKNOWN端 子に直

接取 り付けて使用するテス トフィクスチュアについ

てはこのスイッチを 「0」 に設定します。lmに 設

定 した時,高 い測定周波数におけるull定ケ
ーブルの

伝送損失や測定信号の位相変化が適切に補償されて

測定誤差の増加が非常に少なくなります。

UNKNOWN端 子 :試料 (あ るいはテストフィクス

チュアや測定ク‐ブル )を接続するための測定端子

です。HIGH傾 電 流端子と電圧端子(Ц3uRとHPOT)

およびLOW側 電流端子と電圧端子(L cuRとLPOTh

からなり, 4端子対構成のテストフィクステュアや

測定ケーブルを用いて4端 子対演1定を行ないます。

GUARD端 子 :この端子は本器のシャ
ーンに接続さ

れています.特 に接地を必要とする測定のために

接地接続端子として使用します。

B:ASイ ンジケータランプ:直流バイァスを使用す

る場合に点灯し,試 料に直流パイアス電圧が加えら

れていることを示します。

④

⑬

④

IZI
④

②

図3-1 表 面パネルの説明(つづさ)
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① DC B:AS選 択スイッチ :こ のスイッチは内部直流

パイアスと外部直流パイアスのいずれかを選択 し,

またそのパイアス電圧の応用測定に適 したバイアス

動作特性が得 られるように設定 します。

INT 35V/100V(く。lμF):オプション001ま

または 002を 内蔵 した場合 に設定すると内部

直流バイアス電圧が試料に加わります.試 料

のキャパツタンス値が 0 1μF以 下 である必

要があり,パ イアス電圧の落ち着き時間が短

い設定です.

INT 35V/1∞V(≦〔200μF):ォプション001ま

たは 002を 内蔵 した場合に,最大 20い Fまでの

キャパツタ試料に内部直流バイアス電圧を加

えることができる設定です。

oFF :内 部直流バイアス,外 部直流バイアスの

どちらも試料に加わりません。

EXT± 35V MAX(1∞ mA MAX):裏 面パネ

ルのコネクタ②に接続された最大電圧±35V

までの外部直流パイアス電源から直流バイア

ス電圧が試料に加わります。表面パネルの

DC BIASス イッチは±35V MAX(ま たは

±200V MAX)に 設定 します

EXT± 200V MAX :裏 面パネルのコネクタ③

に接続された最大電圧±200Vま での外部直

流バイアス電源から直流パイアス電圧が試料

に加わります。表面パネルのDO BIASス イ

ッチは■200V MAXに 設定 します。

EXT± 35V MAX(100mA MAX)コ ネクタ :最

大電圧±35Vま での外部直流パイアス電源を接続し

て直流バイアス電圧を試料に加えるための端子‐ .

EX丁 ±200V MAXコ ネクタ :最大電圧土"ovま

での外部直流バイアス電源を接続 して直流パイアス

電圧を試料に加えるための端子です。

LINE 48-66 Hzコ ネクタ :電源コー ドを接続 し

て適当な交流電源ラインのコンセントから電源をと

ります。

LINE VOLttAGE SELECttORス イッチ :これ

らのスイッチを適切に設定 して 100,120,220V

±10%ま たは 240V+5%-10%, 48-66 Hzの

いずれかの電源電 圧を選択します。

②

③

④

⑤

図 3-2 裏 面パネルの説明
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⑥  LINE FUSEホ ルダ :本器の電源ヒューズがこの   ⑨  lNT DC B!AS CONTROLコ ネクタ :オ プショ

ホルダに収められています。ヒューズの定格は次の     ン 001または 002を内蔵 した場合に,内 部直流パイ

とおりです。                     ア ス電圧を任意に設定できる 16023B直 流バイアス

100/120V:1.5AT(部 品番号2110-0059)     コ ントローラを接続するためのコネタタです。

220/240V:75ClmAT(部 品番号 2110-0360)

⑩ HP― :Bコネクタ:ォプション101を内蔵した場合

⑦ !Ntt DC BIAS MONITORコ ネクタ:内部直流     に ,他 のHP―IB機器とデータ送受信を行なうため

バイアスおよび外部直流バイアス電圧のモニタ出力     の HP―IBケープルを接続します.

端子です。出カインピーダンスは 30k Ωです.

① EXT TRIGGERコ ネクタ:外部トリガを使用する

場合に外部トリガ信号を入力する端子です。表面パ

ネルの ExT TR10GERボ タンを押 して外部 トリ

ガ 。モー ドに設定 します。

図 3-2 裏 面パネルの説明 (つ づき )
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b.裏 面パネルのDO BIASス イッチがOFFの 状態に

盗登          一 「
―一

もしも正 しく検査を行っているにもかかわらず異常が表示

された場合には,YHP営 業所,サ
ー ビス部 もしくは代理

店にご連絡 ください。

3-8.測 定機能

3-9 4275Aは 2つ の測定パラメ
ータについて同時に測

定を行ない表示 します。この測定パラメ
ータの組み合わせ

は,測 定試料の抵抗性およびリアクタンス性の特性 を表わ

しています。合わせて13に及ぶ浪1にパラメータ (そ の うち

3つ は基本的には重複しています )は ,測 定値の表示部に

よってディスプレーAと ディスプレーBの 2つ のパラメ
ー

タ群rC分けられます。ディスプレーA・ パラメータはイン

グクタンス (L),キ ャパシタンス (0),抵 抗 (R),

インピーダンス(IZI)からなる主要な測定パ ラメータで,

その測定値は表面パネル左上の DISPLAY Aに 表示され

ます。操作ボタンの色は後に述べるように,デ ィスプレ
ー

B。 パラメータとの適切な組み合わせを表わしています。

4275Aの ディスプレーA・ パラメータについては偏差測定

の機能があり, Z(デ ルタ )キ ーによって選択できます。

4275Aが 「ス トア」モ
ー ドに設定されるとDISPLAY A

に表示されている濃1定値を基準値として記憶 します。その

後の測定結果は基準値からの差 (′ 測定 )ま たは%偏 差

(Z%演 1定 )と して表示されます。

ディスプレー B・ パラメータはディスプレーA・ パラメー

タの選び方によって,そ の選択すべき適切なパラメータが

自動的に決定されるような従属的な測定パラメータ群で,

損失係数(D),Q係 数 等価直列抵抗/コングクタンス

(EsR/G),リ アクタ/ス /サセプタ/ス (X/B), イン

ダタタンス/キャバンタンス(L/C),位 相角(θ)を含
みます。D,Q,ESRと Gはインダクタンスまたはキャ
パシタンス測定において選択 します。x,3,Lと 0は 抵

抗測定を行なう場合に合わせて選択することができます。

これ らのディスプレーB・ パラメータのうち,ス ラッシュ

(/)で組み合わされたものは,測定等価回路の選び方に関

係があります。ディスプレーAとディスプレーB・パラメ
ータの選択可能な組み合わせは表 3-1に 示 されています。

表 3=2は 各々の測定バラメータについて一般公式を示 し

ます。二重の機能をもった ES R/G,x/B,お よびL/0

の操作キーは測定等価回路が並列 (・ ED・ )で あるか

直夕1等価回路 (… )で あるかによってその機能が

決まります。適切な操作キーを容易に判月」することができ

4275A

第 3章  使 用法

るように,直 列等価回路キ
ーと合わせて選択できる ESR,

Xと Lの 操作キーは明るいグレーのラベルで機能を表わし

ます。デ ィスプレー B・ パラメ
ータについての演1定値は表

面パネル中央上部の DISPLAY Bに 表示されます。

3-10.表 示 部      ´

3-11 2つ の大型の表示部とユニークな第 3の表示部が

演1定値と,併 せてその測定条件を表示します。

DISPLAY Aは インダクタンス, キャノくンタンス,抵抗,

インピータ
・
ンスの測定値を最大 6桁 の数字,小 数点,単 位

で表示 します。もしも不適当な操作や試料の接続方法の誤

りのために測定ができない場合には,OF,uF,Errな ど

の文字が現われて,正 しい損1定を行なうための注意を促し

ます。

DISPLAY Bは ィンダクタンスまたはキャノくシタンス演1

定においてその従属測定パラメータである損失係数,Q係

数,等 価直列抵抗またはコンダクタンスを,抵 抗測定にお

いてリアクタンス,サ セプタンス, インダクタンスまたは

キャパツタンスを,ま たィンピーダンス演1定においては位

相角を表示 します。DISPLAY Bの 最大6桁の表示は,

もしディスプレーA・ パラメータについて測定が行なわれ

なぃときにはプランタ (何 も表示されない)になります。

測定値の無効数値にあたる桁にはゼロが表示されます。大

きなゼロ(口 )で 表わされる有効数字のゼロと区別するた

め,無 効数字のゼロは小さなゼロ(日 )で 表示されます。

ディスプ

レー A

ァィスプレー B

|… 硼 … のみ 《罵卜 のみ

Ｌ
□ υ回υ□ □ □
し
□ υ同υ同 □

杓
回

Ｒ
晰 〕

鏃
ν
鏃 麒 艤

□□

表 3-1 測 定パラメータの選択

無効数字のデータとは,

味のない数値のことをさ

測定結果の不確かさによる意

します。
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DISPLAY BDISPLAY A

ωCx
―t a n ~ 1 ( T )

DISPLAY BDISPLAY A

OLX
ran-r (l;)

1

tan~1( ω
LxGx )

DISPLAY B
DISPLAY A

1
‐tan~1( ω

cxRx )

- tan- I  (oCxRx)

ω
2cx'+ Rx2

1

tan~1( ωLxGx 〕
t'-rlx

tan-r  ( l ; )
ωCx

―tan‐
1(T)

lz l  (cos o + jsin o),  l7 ' l  = l f f i

表 3-2 測 定パラメ
ータの計算式



表面パネル右上のFR EQUENCY/TEST sIG LEVEL

ディスプレーは試料に加えられる測定信号の電圧,電 流,

または測定周波数の設定値を表示します。 3桁 の数字で表

わされるこれらのデータは測定条件の調整,記 録やモニタ

に便利です。測定信号電流をモニタしているとき,非 常に

低いインピーダンスの試料を測定端子に接続した場合には

OF(over― FIOw)が 表示されることがあります。

3-12.測定信号

3-13 001%の 周波数精度をもつ 10点 の測定周波数が

選択できます。表 3-3に 標準演1定周波数点と演1定信号 レ

ベルの可変範囲を示 します。測定周波数は FREQUENCY

STEPボ タンによって lo kHzか ら10 MHzま で 1-2-4

ステップで選択 します。設定 した周波数は FR ttUENCY

/TEST SIG LEvELデ ィスプレ‐に3桁 の数字で示

されます。4275Aの 特長であるマルチ ・フリケンシー測定

は, 2点 までォプションの周波数を追加することによって
一層拡張することができますo

測定信号はIEE波 で,OSO LEvELツ マ ミと 3つ の

WLTIPLIERボ タンによって, lmVか らl Vrmsまで

の任意の振幅 (ン ペル )に 設定することができます。高い

レベルの測定信号は一般のキャバツタ,抵 抗器,ま た通常

そのような高レベルで動作するイングクタなどの測定に用

います。低レベルの測定信号は低電力で動作する微小な部

品や非直線インピーダンス素子,特 に半導体素子の測定に

適 しています。さらに,適 当な測定信号レベルと周波数を

測定パラメータrCとり,動 作条件の変化による部品の値の

変化や特性をグラフに表わす ことができます。

MULTIPL:ER

の 設  定

OSC LEVEL

の 可 変 範 囲

測定信号

レベル

X O . 0 1

× 0 . 1

× 1

lmV-10 mV

10 mV～ 100 mV

100 mV-lv

測定周波数

100 kHz, 200 kHz, 40.OkHz, 100 kHz,

200 klL, 400 kHz, 100A41Hz, 200MHz,

4 00MHz, 10.oヽ ]Iz

表 3-3 測 定信号 レベルと周波数

第 3章 使用法

= Y l - e ' ) v
安 定 時 間

MULTIPLIER

× 1

200 ms
× 0 . 1

× 0 . 0 1 1000 1ns

OSC LEvEL

F r e q u e n  c y 200 1ns

試料を接続 してTE s T  S I G  L E V E L  C H E C Kボ タンを

押すと,実 際に試料に加わる測定信号電圧または電流値が

FREQuENCY/TEST SIG LEVELデ ィスプレーに自

動的にレンジが選ばれて表示 されます。vま たは熙ヽポタ

ンを押 している間,源1定信号レベルが表示されています。

その間試料の演u定は中断され,押 しボタンが解除されるま

で前回の測定値が継続して表示さ4て います。測定信号を
モニ′しながらその値を試料が実際に動作する状態に近づ

けることができ, この方法で試料の実動作条件に基づいた

測定データが得られます。このことは回路設計などのその

ような演1定データを必要とする目的に大変役立ちます。

3-14.測定レンジ

3-15.4275Aは 各 々の測定パラメータについて最小から

最大演1定値までを基本的に 8レ ンジでカバーします。

キャパシタンスとイングクタンス測定では測定レンジは周

波数によって変わ り,全 演1定範囲は 9レ ンジにわた ります。

各レンジは最大 100000カウントのフルスケールについて,

1∞ %の ォ
ーパ■レンジ(最大 199999カウント)がありま

す。表 3-4は 並列と直列等価回路において選択できる測

定レンジと測定値の表示FfT数を示 します。LCR RANGE

が AUTOに 設定された時,最 適なレンジが自動的に選ば

れます。MANUALレ ンジ。モー ドでレンジの手動選択が

できます。ディスプレーB・ パラメータ演1定は完全に自動

的にンンジが選ばれます。もしレンジの設定が不適当であ

ると, OF(over Flow)ま たはuF(under Flow)が

DISPLAY Aま たはDISPLAY Bに 表示されます。

周波数やMULTIPLIER,ま たはOSC LEvELの

設定を変えた場合は,演1定信号が安定になるまで,次
の時間がかか りますも
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1か ら7ま での表は 4275Aの測定パラメータのそれぞれ

について表示される演1定値の有効桁数を示します。表中

で 3つ の数字による組み合わせは,そ の測定 レンジと周

波数の範囲における表示桁数を表わします。そして組み

合わされた数字のそれぞれは,次 のように測定信号レベ

ルのMULTIPLIERの 設定 (× 1,× 01,xO.01)に

対応 した表示桁数を表わしています。

4 ・  3(桁 )

MULTIPLIERが ×1の 設定で 3桁 表示の測定レンジ

では,測 定値がアルスケ
ールよりも小さい場合に,表 示

桁数が自動的に増加します (下 図を参照 してください).

０００。̈
　̈̈

卜
Ｚ
Ｄ
０
０

＞
く
コ
Ｌ

Ｏ

一
〇

０。。

８。。

６。。

蹴 器暉 :ノ2 Fu‖ scc:e   Upper rOnge

:im"

例えば 10oO nFのキャパッタンス測定 レンジでは,測 定

結果は 500 nFから1999 nFまで 3-1/2桁 で,160.OnF

から499.9nFま で 4桁 で,演U定レンジの下限から159.99

nFま で 4-1/2桁 で表示されます (測 定 レンジが変わ

るのではなく,分 解能が高められます)。従って3桁表示

の測定レンジにおいて,実 質的に4桁 表示のレンジに相

当する測定確度と分解能が得られます。MULTIPLI―

ERを XO.1ま たは×001に 設定した場合も同様の表示

方法がとられます。

1か ら7までの表には表示桁数を示す数字の下にライン

(ア ンダーライン)を添えて, このような方法でHll定値

を表示するレンジを区男りしています.

3桁表示の濃1定レンジでは表示される測定値は原理

的にその測定パラメータの逆数を測定することによ

って得られています。そのため (選択 したレンジ内

で )小さな測定値についてull定分解能が高くなりま

す。この利点を生かして高確度で有効な測定データ

を得るために表示桁数を自動的に変化させています

´ 曇

″

イ 991
/

／
６。。

¨

ヨ
‐

／
Ю

表 3-4 測 定レンジと最大表示
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C一 D,C― Q測定のC表示有効桁数

口
Ｏ
Ｚ
く
“

０

C一 ESR測 定の ESR表 示有効桁数  C― G測 定の G表 示有効桁数

ESRと G測 定レンジは C測 定レンジ1/C応じて自動的に選ばれます。

( )内 の数字はG沢1定に適用 します。

1001; .F

FREQUENCY(HZ)

ESR G

10MΩ (1000ns) 3・2・1(4,3・ 2)

1000kΩ (10 μS)

輿 4・4。3 )

100kΩ (100 μS)

10kΩ (1000 μS)

1000Ω (10mS)

100Ω (100mS)

4・4:3(3・3・D

10Ω (1000ms)

1000m Ω (10S) 4・3・2 ( 3・2・1 ) Not useable

10k 20k 40k 100k 200k 400k lM 2M 4M 10M

FREQUENcY(Hz)

測定レンジと最大表示



第 3章  使 用法

L一 D,L― Q測 定のL表示有効桁数

日
Ｏ
Ｚ
く
∝

目

FREQUENCY(Hz)

L一 ESR測 定の ESR表 示有効桁数  L一 G測 定の G表 示有効桁数

∽
目
Ｏ
Ｚ
く
“

０

●

“
∽
日

ESRと G測 定 レンジはL測 定レンジに応 じて自動的に選ばれます。

( )内 の数字はG測 定に適用 します。

E S11 G

10M`2 (1 0001lS) 3・2・1 ( 4・3・2 )

lMΩ (10μ S)

聾 4・4・3 )

100kΩ (100 μS)

10kΩ (1000 μS)

1000Ω ( l 0 n r S )

100Ω (100mS)
4・4・3(3・ 3・2)

10Ω (1 000nls)

1000n】 Ω (10S) 4。3・2 ( 3・2・1 ) Not useable

10k 1 20k 1 40k 1100k1200k:400kl lM 2M 4M 10M

FREQUENCY(Hz)

表 3-4 測 定 レンジと最大表示 (つ づき )

|
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RTL/C沢 1定のC表 示有効桁数

口
Ｏ
Ｚ
く
“

０

「REQUENCY(Hz)

C測 定 レンジはR測 定レンジの設定に応 じて自動的に選ばれます。

*使 用できないレンジです.

R一 L/C測 定のL表示有効桁数

目
Ｏ
Ｚ
く
に

日

FREQUENCY(HZ)

L測 定レンジはR演1定レンジの設定に応して自動的に選ばれます.

1 0 0  y r  F

10μ F

表 3-4 測 定 レンジと最大表示 (っ づき )

第 3章  使 用法
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3-14

IZI一θ,R―X/B,R一 L/C測 定のR,IZI,X,B表 示有効桁数

∽
口
Ｏ
Ｚ
く
“

ｍ

Ｏ

一Ｎ
一　

Ｘヽ
　

“ヽ

B RXIZI

1000nS 10MΩ 3・2・1

10′lS 1000k`2

I  001rS 100kΩ

1000 μs 10kΩ

10nls 1000Ω

100n〕s 100Ω

4・ 4・ 3

1000n〕 s 10Ω

10S 1 000nlS2 4・3・2 Not useable

10k 20k 40k 200k 400k lM 2M 4M 10M

FREQUENCY(HZ)

表 3-4 測 定レンジと最大表示 (つ づき)

【|

|
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TEST SIG LEVEL CHECK機 能の電圧,電 流演1定
レンジは MULTIPLIERの 設定 (電流測定では LCR IZI

のレンジにも依る )に よって自動的に選ばれます。表 3-

5に 測定信号電圧,電 流の測定レンジが示されています。

表 3-5 測 定信号 レベル ・モニタのレンジ

3-16.等価回路モード

3-17 あ るインピーダンス素子は抵抗性素子とリアクタ

ンス性素子の直列または並列回路であるような簡単な等価

回路で表わすことができます。この直列と並列等価回路は,

それらの等価回路素子 (例えば抵抗とキャパツタンス)の

値を適当に決めることにより,選 択した測定周波数で同じ

インピーダンスをもつことができるので, どちらの等価回

路を用いてもそれぞれについて正しい浪1定結果が得られま

す。測定等価回路はCIRCUIT MoDEキ ーによって選び

ます。CIRCUIT MODEキ ーをAUTOに 設定すると4275

Aは 自動的に測定パラメータとレンジの設定に適 した直列

または並列等価回路を選択します。等価回路を操作ボタン

によって(手動で )選ぶことにより,LOR IZIInと θの全

レンジでどちらの等価回路モードでも演1定が行なえます。

3-18 直 列等価回路における潰1定値と並列等価回路で得

られる測定値とは異なっています。この源1定値の違いは試

料の損失係数に関係します。もし直列抵抗および並列コン

グクタンスが存在しなければ,明 らかに2つ の等価回路は

全 く同じですo

しかし,並 列等価回路で測定された試料の値は損失係数を

考慮した簡単な変換式によって,直 列等価回路の測定値と

関係づけられます (表 3-6を 参照してください )。

図 3-3は さまざまな損失係数の値について並列と直列等

価回路パラメータの関係を示 します。例えば損失係数 0.5

の 1000 pFの並列等価回路キャパツタンス (Op)は ,同 じ

損失係数をもつ 125o pFの直列等価回路キャパンタンス

(Os)に 等しくなります。図 3-3か らわかるように,損

失係数が 0.03よりも小さい場合には,ど ちらの等価回路を

用いて測定してもキャパジタンスやイングクタンスの値は

第 3章  使 用法

ほとんど同じです。損失係数は同じ周波数ならばどちらの

測定等価回路についても同じ値です。

測定等価回路は試料の実際の等価回路に近似するように選

ばれるべきです。しかし一般の部品について適切な測定等

価回路を合理的に選択する基準はないようです。通常は直

列等価回路は低インピーダンスの試料に,並 列等価回路は

高インピーダンスの試料の測定に用いられます。例えばセ

ラミック・コンデンサのような/J容ヽ量キャパンタは,並 列
コンダクタンスが損失係数の主な要素です。一方,電 解コ

ンデンサのような大容量キャパンタは, リード抵抗,電 極

抵抗,誘 電損などの等価直列抵抗が損失係数の主な要素で

す。中間インピーダンスの試料rcついても同様に考えられ

ますが,等 価回路の的確な選択の基準rcはなりかねます。

図 3-4は 試料の値と適当な測定等価回路の大まかな関係

を示します。

測定等価回路を選択する妥当な方法は,試 料を試しに測定

した結果から試料の実際の等価回路を推定することです。

損失係数の周波数に関する依存性からこれを推定すること

ができます。直列キャパシタンス損失の損失係数はより高

い周波数で増加します。並列損失は逆の傾向をもちます。

インタ
・
クタンスについても同様に考えられます。それゆえ

適当な測定等価回路は,希 望する測定周波数rcかける損失

係数測定値とその周波数に近い他の周波数において得られ

た損失係数値を比較することによって決められます。

測 定 信 号 レベル

V mA

測定範囲

o. oo ̂ .ffil. oo
.000 - .100
.000 - 0. 010

.0 ̂ i90.0

.00 - 2.99
.000 - . 200

等価回路 損失係数
他の等価回路
への変換

+
Rp

‐

一

Ｑ

‐

一
２πｆＣｐＲｐ

Cs = (1 + D2)cP

Rs = _7~li5T Rp

Ｓ ＲＳ
肝

Ｃ

『 D = 2 n f C s R s = I
a

CP =  1 + D2

Rp = _11:r21

L

Ｌｐ（一｝Ｒｐ

‐

一
Ｑ

２πｆＬｐ

一
Ｒｐ

Ls = 寺

 Lp

Rs =  1 + D2  Rp

Ls Rs

… D =  R s  = _ 1¨
2πfLs     Q

L p = ( 1 + D 2 ) L s

RI = ギ
 Rs

表 3-6 損 失係数の計算式
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」Xs  Rs

―

Rs

Rs2 + xs2  = G

~J Rs2 + xs2  = j3

Zs = Rs + jxs    Yp = 十 = G + jB

(Ds = Xs/Rs)     (Dp = 3/G = Xs/Rs)

上の等式が成 り立つ場合に,並 夕鴨 価と直列等

価回路は (特定の周波数で )等 しいインピーダ

ンスをもちます。どちらの等価回路で表わされ

ても損失係数は同 じ値です.

Lp (H'

A ヽ

/  ∧

f/

∠

/

／

／

/

／

　

　

　

ノ

ノ /

/  /

/

ノ

//

/ /
/ /

// /

/

図3-3 並 列等価と直列等価との変換

Hz

10M

:M

:00K

10K

:OM

iM

iOOK

:OK

:pF     :OpF    loopF   :ooOpF   :OnF    :00nF   :ooodF  :oり F    :ooJF
:00nH  :000nH   io"H    :00JH  :000JH   :OmH   loomH  :ooomH  :oH

ioom iooom  iOn    iOon   i000n  :oKユ   :CЮ Kn i000Kn  :OMn

図 3-4 並 列等価と直列等価の適用範囲 (概略 )

3-16
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文字Pの 表示が左から右へ

進行 します。

3-19.初期自動ファンクション・テスト

3-20 4275Aは 電源が投入された直後にすべての自動測

定プログラム (記憶内容 )に 誤 りがないことを検査するた

めの自己診断を自動的に行ないます。この診断の間,検 査

にバスしたことを意味する文字Pを 左から右へllF番に 5文

字表示します。

第 3章  使 用法

3-23.測定端子

3-24 試 料を接続するための端子には,4275Aは 高周波

において高確度を要求される演1定に大きな禾U点をもつ 4端

子対構成の測定端子を採用 しています。一般の端子構成に

よる測定回路にありがちな相互誘導や浮遊容量,そ の他の

接続方法上避けられない残留パラメータ要素は,周 波数が

高 くなるほど測定に大きな影響を与えます。 4端 子対構成

の測定ではこの ような効果に よる測定確度の限界を取 り除

いて,容 易に安定で正確な演1定が行なえます。この 4端 子

対測定を行なうには, 4端 子対演1定用に設計されたテス ト

フィクスチュァゃケーブルを用いなければな りません。

UNKNOWN端 子はЦttR(ハ イ
・カーンント),HPOT

(ハ イ 。ポテンシャル ), LPOT(ロ ー ・ポテンシャル),

L cuR(口 ~・ カーレント)の 4つ の端子か ら成 りたちま

す。カーレント端子は試料に測定信号を流すための端子で

す。ポテンシャル端子は試料を流れた測定信号の電圧降下

(試 料に加え られた測定信号電圧 )を検出する端子です。

ハイ側とは内部信号源か ら供給される駆動電圧を表わしま

す。 4端 子対測定回路を構成するために,HcuRと HPOT,

LPOTと L cuRの端子をそれぞれ相互に接続 し,ま たすべ

てのシール ドを図 3-5に 示す ように接続します。 4端子

対測定の原理を図 3-6に 示 します。一見して, この構成

はガー ドを伴って拡張された 4端 子測定法のようです。ま

さし〈4端 子対rll定は,低 インピータ
・
ンス測定における4

端子演1定法の利点を持ちなが ら, 高インピーダンス濃J定に

必要なシール ドの効果を兼ね備えています。 4端 子対測定

法のきわ立った特徴は, シール ド導体が演1定信号の帰路に

なっていることです。測定クープルの中心導体とシール ド

導体に方向が逆で大きさの等しい電流が流れますから, ケ
ーブル導体のまわ りに外部磁界を生 じません (中 心導体 と

シール ド導体を流れる電流による磁界は互いに完全に打ち

図 3-5 4端 子対法による試料の接続

ブランク

もしも診断結果 Pの 表示が不完全であると,そ の機器

は正常に動作しなレ勁 もヽしれません。その場合はYHPの

サービス部で機器の検査を受けてください。

3-21.自 動初期設定

3-22 測 定を容易にする便利 な機能の 1つ に自動初期設

定があります。電源投入後,表 面パネルのコン トロール機

能は 自動的に次の ように設定 されます。

DIsPLAY A・ …̈………………………・・̈¨̈ ………… C

LORZ RANGE・ ……………………………………・AUTo

DeviatiOn measurement  … ・・・・・̈・̈ ・̈・…・̈ Off

DIsPLAY B・ ……………・・………………・・……………・D

omouIT MoDE… …………・・AUTO( ・ 10m」. )

HIGH RESOLUTION … ……………………… Off

SELF TEST・ ……・・̈……………・・…………………・ Off

TRIGGER・ ……………………・・……………………・ INT

Frequency ………・………・・・…・…・̈・……・̈・ 1 00 MHz

MULTIPLIER・ ……………………・・………………… × 1

この初期設定は広範囲のキャパツタンス試料に適 した
一般

的なキャパシタンス測定に用い られる設定です。使用する

テス トフィクスチュアについて zEROォ フセット調整 (3

-29頂 参照 )を 行 なった後,キ ャパンタンスは通常ただ単

に試料をテス トフィクステュアに接続するだけで測定 でき

ます。イングクタンス,抵 抗またはィンピーダンスも適切

なL,Rま たは IZIボタンを押すことに よって測定すること

ができます。異 なった測定 を行 なうには適当なボタンを押

し,希 望する演1定パラメータを選びます。

4275A 3-17
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OSC
ベクトル

電流計

試料を流れるベクトル

電流を検出します.

試料に加わるベクトル

電圧を検出します。

図 3-6 4端 子対測定法

消し合います )。濃1定信号電流は誘導磁界を伴いませんか

ら,測 定ケーブルの自己インダクタンスやケーブル間の相

互インダクタンスがなく,そ れらに原因する測定誤差が生

じません。それゆえ4端子対測定法はテストフィタステュ

アや測定ケーブルの浮遊容量や残留インタ
・
クタンスを最小

にして,高 い確度で測定を行なうことができます。

もしも測定ケーブルに残留イングクタンスが存在する

と測定に影響を与え,キ ャパツタンス測定では付加的

誤差が演1定周波数の 2乗 に比例 して増加 します。

3-25.接地された試料の測定

3-26 接 地された端子 (ガ ー ド端子を除 〈)を持つ試料

は,理 論的には通常 4275Aで測定されることができまt想

そのような測定は,例 えば接地されたシール ド導体をもつ

同軸ケープルの分布容量やシングル ・エンデッド増幅器の

入出カィンピーダンスの測定です。 もしも接地された試料

を測定端子に接続すると,4275Aは エラー ・メッセ
ージや

誤った測定結果を表示 します。これはいずれかの測定端子

が接地されると4275Aのプリッジがバランスすることがで

きないこと, さらに 4端子対構成が成 り立たなくなること

によります。

もしもいずれかの測定端子が接地されると,測 定ケー

プルの中心導体とシールド導体に, 4端 子対測定の基

本条件である相等しい電流が流れな〈なります。

この理論的な演1定上の制限に反 して,4275Aは 接地された

試料が接続されてもほとんどの場合に測定を行ないます。

実際には試料の接地点と4275Aの接地点の間に,あ る大き

さのインピーダンス (試 料のインピーダンスよりも大きい

こと)が 存在 していれば,測 定を行なうことができます。

それゅえ,例 にあげたような演1定が可能です。接地された

試料の測定は接地インピ
ーダンスに左右されますから,測

定確度は仕様に規定されません。また測定を行なえるレン

ジも制限されます (測定不能のレンジではエラー ・メッセ

ージが表示されます )。

3-27.測 定ケーブル長の選択

3-28 伝 送線路を伝播する信号は図 3-7に 示すように

2点 間に位相差があります。 この位相差は 2点 間の距離と

伝播信号の波長の比に相当します。それゆえケ
ーブルの長

さによって,測 定 ケ
ーブルは測定信号の伝播損失 と位相の

変化を生 じます。例えば 10 MHzの 測定信号の波長は 20m

で, lhの 標準測定ケ
ーブルの 20倍 にあた ります。そのた

め測定ケ
ーブル端における測定信号の位相は他の端での位

相を基準として約 18°(360°÷ 20)異 なります。演1定ケ
ー

ブルの長さが測定に与える効果と結果的な測定誤差は測定

周波数に比例 して増加するので,高 周波演1定においては測

定ケーブルの長さを考慮 しなければなりません。CABLE

LENGTHス イッチは, lmの 標準測定ケーブルと測定端

子に直接取 り付けて使用するテス トフィクスチュアのそれ

ぞれについて演1定回路を選択 します。標準測定ケーブルを

使用する場合には,演1定回路を測定ケープルに適合させて

測定誤差を最イヽにするため, CABLE LENGTHス イッチ

を「lm」に設定します。テストフィクスチュアを直接取

り付けて使用する場合には「0」に設定します。

イ
|
|
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もしも測定ケーブルが lmの 標準測定ケーブルよりも

短いあるいは長いときには,付 加的な測定誤差が測定

周波数の 2乗 に比例して増加 し, 10 MHzで は 10 cm

の長短について3%に なります。測定ケ
ーブルの特性

インピーダンスもまた伝播損失と位相差 (結果的に演1に

誤差 )に 関係 しますので,異 なったタイプのケ
ーブル

を演1定ケ
ープルに用いることは避けなければなりませ

んo必 ずYHPの 標準測定ケーブルを使用してください。

lm測 定ケーブル使用時の,周 波数 4ML以 上 での

追加誤差を最小にするには,次 の図に示すように:ケ
ーブル端で低インピーダンスの金属片等を用いて 4端

子対構造を 3端子に変換 します。このときの残留誤差,

Lo,COは 図のようになります。ただし, 4 MHz～

10.7MHzで のインピーダンス測定 (4oo nH～ 3μH)

では,ケ ーブルは延長せず,本 器のIINKNOWN端 子

で測定する必要があります。

ブラケット

第3章 使用法

3-29.ゼ ロ・ォフセット調整

3-30.テ ストフィクスチュアはそれぞれに固有の浮遊容

量や残留イングクタンス,残 留抵抗がありますので,演1定

結果は測定レンジとこれらの残留パラメータ値の大きさに

よっては無視できない影響を受けます。4275AのZEROォ

フセット機能はテス トフィクステュアのそのような残留パ

ラメ‐夕について自動的に最適な補償を行ない,測 定誤差

の増加を最小にします。そのため使用するテストフィクス

テュアに特有な測定誤差が取り除かれます。次の手順で

Z ERoォ フセット調整を行ないます。

Z BROオ フセット調整を行 う前にBIAS表 示 ランプ

が点灯していないことを確認 して〈ださい。もし点灯

していれば,裏 面パネルにあるDO BIASス イ ッチ

の設定を OFFに 切 り換えてください。

1 テス トフィクスチュァまたは測定ケーブルを4275A

のUNKNOWN端 子に接続 して,何 も試料を接続 し

ない (開放 )状態におきます。

表面パネルの操作ボタンやツマミを操作 して希望す

る測定パラメータ (L, 0な ど ),測 定周波数,測

定等価回路などを選びます。

測定信号レベルを最大にします。

zER0 0PENボ タンを押します。4275Aは自動的

にC― G(キ ャパンタンスーコングクタンス)測定

モー ドになります。測定周波数の表示が 10 MHzか

ら10 kHzまで順次に移 り変わり,DISPLAY Aに

は自動オフセット調整中であることを力院卜「OAL」

の文字が表示されます。ボタ/を 押してから約5秒

後にオフセット機能は解除されて,選 択 した測定周

波数における浮遊容量と残留コングクタンスの測定

値が一瞬間表示され,第 2の手llPで選択 した設定に

戻ります。

テストフィクステュアまたは測定ケープルをきわめ

てインピ=夕
・ンスの低い短絡板を用いて成端(短絡)

します。

zERO SHORT栄 タンを押します。4275Aは 自動

的にL― EsR(ィ ングクタンスー等価直列抵抗 )測

定モードになります。第 3の手順と同様に演1定周波

数の表示力V贋番に移 り変わり,「 OAL」 の文字が表

示されます。約5秒後には選択した演1定周波数にお

ける残留イング
・
クタンスと残留抵抗の測定値が一瞬

間表示され,第 2の 手順で選択した設定に戻ります。

これで正確な測定を行なう用意ができました。

4.

コー 厘
Wove iengfh λ

O z - 9 t  =神一入
(rodion)

(irad 8 572958° )

図 3-7 測 定ケープルに生ずる位相差

16047Bテストフィクスチュアを用いる場合にはOABLE

LENGTHス イッチを 「lm」 に設定 します。
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小さな値の試料を高確度に測定するため高分解能モ
ー

ドで ZEROォ フセット調整を行なった場合は,「CAL」

の文字が約 15秒間表示されます。

これ以後に行なう測定では,使 用 しているテス トフィクス

テュアまたはNll定ケーブルに存在する浮遊容量,残 留イン

タ
・
クタンス, コ ングクタンス,抵 抗分について演1定値が常

に自動的に補正されます。演1定を行なうたびに4275Aは 記

憶 している残留パラメ
ータ値か ら適切な補償値を計算して,

残留パラメータに原因する誤差を測定値か ら取 り除きます。

zEROオ フセット調整が可能な残留バラメ
ータ値の範囲は

次のとかりです。

キャパシタンス…………………最大 20 pFま で

イングクタンス…………………最大 2000 nHま で

抵 抗 ………・・………………・・…・最大 500 mΩ まで

コングクタンス…・・・……………最大 5μSま で

もしもオフセット調整を行なわない場合には,次 のような

2種 類の演1定誤差を生 じます。

1 単 純な付加的誤差

測定値は試料の値と残留パラメータ値との和になり,

演1定値が小さいほど誤差が大きくなります。

Om=Cx+Cst

Lm=Lx+Lres

Rm=Rx+Rrё s

Om=Gx+Gres

ここで添え字は次の意味をもちます。

m:測 定値

x:試 料の値

st:浮 遊容量

res:残 留インタ
・
クタンス,

残留抵抗,ま たは

残留コンダクタンス

2

残留抵抗と残留コングクタンスは付加的損失 として演1

定値に含まれるので,損 失係数とQ係 数の演1定にも影

響を与えます。

大容量■ll定と大きなイングクタンスの測定への影響。

大きなイングタタンス (大 容量 )を測定する場合にも

残留バラメータは演1定誤差を生 じます。浮遊容量 と残

留インタ
・
クタンスが濃1定に与える影響は下表のように

なります。

浮遊容量・ 大きなイングクタンスの濃1定

残留イングクタンス……………………大容量測定

これ らの測定誤差は測定周波数の 2乗 に比例して増加

します。残留バラメータの影響を図 3-8に 示 します。

lML測 定で測定誤差を 0.1%以 下に抑えるには,Ox

とLresの 積 (Lxと Ostの 積 )は 25× 1018(FoH)

以下でなければなりません6残 留バラメ
ータ値 と演1定

確度との関係を図 3-9に 示 します。

―
「

司
‐

”
¨
「
　
‐

「

・

浮遊容量が存在する場合に測定されるイングクタンスは

次の式で表わされます。

Lx
Lm~-1_ω2LxCst

または
『七計
上 ―― ω
2LxC s t l

埋 留イングクタンスが存在する場合に沢1定される容量値は

次の式で表わされます.

Cm――
漁

素は昨
‐

ｓ
‐

Ｊ

ｅｒＬＸ℃ωヽ

図3-8 残 留パラメータの影響
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図 3-9 残 留パラメータと測定確度との関係

ZEROオ フセット調整は,任 意の 1点の周波数でも行

え,使 用可能周波数範囲があまり広 くないテス ト・フ

ィクスチャ(16034B, 16047B等 )を 使用する際など

に有効です。以下の手順を実行すると,あ る 1点での

ZEROオ フセット調整が行えます。

1 測 定を行 う周波数に設定します。

2 sELF TESTキ ーを押します。

3 ZER0 0PEN, ま たはZERO SHORTボ タン

を押します。 ZERO調 整中 ,デ ィスプレイAに
"CAL″

と表泰されます。

4 SELF TESTキ ーを押して,セ ルフ ・テス トを

解除します。

5、 HP― IBに よって,ZEROオ フセット調整を実行

します。 ZER0 0PENの 実行には
"&9Zo"コ

マン ドを送り,ZERO SHORTの 実行には
"&9ZS"当 マン ドを送ります。

第 3章 使用法
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第 3章  使 用法

3-31.実 際 の測定 回路

3-32.試 料をUNKNOWN端 子に接続する測定回路は,

実際には測定される試料の一部になります。演1定端子 と試

料の間の測定回路に存在するさまざまな寄生インピータ
゛
ン

スは測定に影響 します。これ らの望ましくない寄生インピ

~ダ ンスは,試 料に直列や並列の抵抗性や リアクタンス性

の要素として存在 します。図 3-10に 寄生パラメータ (通

常は残留バラメータと呼ばれる )を 含む測定回路の等価回

路モデルを表わします。残留インピーダンスの リアタタン

ス性要素は,高 い周波数にかいて測定に大きな影響を与え

ます。4275Aに 用い られた 4端 子対測定法では,測 定回路

の残留インピーダンスが非常に小さくなっています。けれ

ども一般に部品や素子は 2端 子ですから, 4端 子対構成 を

試料の近 くで 2端 子構成に変換 しなければなりません。

さらに試料をテス トフィタスチュアに接続することによっ

て新 しく他の浮遊容量が測定回路に現われます。図 3-11

は部品の リー ドの周囲に現われるそのような浮遊容量を示

します。

測定等価回路 (図 3-10)に おいて Loは 試料の リー ドの

残留イングクタンスを表わします。ROは リー ドの抵抗を,

Ooは 試料のリー ド間のコンタ
・
クタンスを,そ して00は図

3-Hに 示 した浮遊容量を表わします。一般に特定の高い

周波数でL。は試料のキャパツタンスと共振 (直列共振 )

し,Ooは 試料の イングクタンスと共振 (並 列共振 )し ま

す。そのため試料のインピ
ーダンスは図 3-12に 示すよう

に,共 振峰に相当するい くつかの極値をもちます。測定信

号電流の位相は共振周波数のまわりの広い周波数範囲にわた

って変化するのC Loと Ooが 存在することによる測定誤

差を生 じます。この共振に原因する測定誤差は (共 振周波

数以下で )測 定周波数の 2乗 に比例 して増加し,理 論的に

次の式で近似することができます。

Cの 測定誤差～ ″ L00x。 100(%)

Lの 測定誤差～ ω
20。Lx。 1∞  (%)

ここで, ω =2π f(f:測 定周波数 ),

Cx:試 量の容量値

Lx:試 料のイングクタンスです。

低い周波数ではLOと COは それぞれ演1定 され るイングク

タンス値 とキャパンタンス値に単純に加わる測定誤差にな

ります。これらの測定誤差は (テ ストフィクスチュア等の

残留パラメ
ータについて補償をするための )ォ フセット調

整によって完全には取 り除くことができません。なぜなら

ば,Loと Coは 測定 される試料に特有な値であるからで

す。 これらの値は部品の リー ドの長さや試料とテス トフィ

クスチュアとの距離によります。測定結果はそれゆえ,試

料を接続 した状態のもとで存在する寄生インピ
ーダンスを

含んだ実質的な試料の値であるといえます。

7
`上ユ
・1 2

讐 ,■ =
― - 1 皐

l ―

―

い
７

６
▼
‥
、
、
く
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お
一２

測定されるインピーダンスRm tt jXmは次の式で表わされます。

Rm = ―
て可
~=「
瓦頂要J}!1-lt:肯卜J≒ぎ

Lギ
:景さ:戸百FπttETアZ‐

+ Ro

jXm = j{π¬
―
I「1ま」;[≒=ニギ岩:;薔

立
耳|マ:ドに1ド≒「π粟両「戸F+ ω

Lol}

リ ド●インピーダンスが C― G測 定 に与える影響

Cm公ョCx(1 + ω
2LoCx - 2RoGx ‐ LoGx2/cx)

Gm公しGx(1 + 2ω
2LoCx ― RoGx + ω2RoCx2/Gx)

― 一

申

― ―

L X _        R x

浮遊ア ドミッタンスが L― E S R測 定に与える影響

Lm公しLx(1 - 26oRx + ω
2coLx ― CoRx2/Lx)

Rmへ多Rx(1 - GoRx + 2ω
2coLx +ω2Lx26o/Rx)

図3-10 寄 生インピーダンスを含む等価回路
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試  料

図 3-11 試 料に固有な寄生インピーダンス

3-33.試 料 の特性 と測定値

3-34 測 定される試料の抵抗性や リアクタンス性のパラ

メータ値は常にそれぞれの公称値に近いとは限 りません。

ある種の電気的効果は測定される値を大き〈変化させるこ

とがあります。測定値は, よ 〈知 られた導体の表皮効果や

イングクタの強磁性体コアについての一般的性質,ま たコ

ンデンサの強誘電体材料に特有な性質のように,電 磁気的

な効果のためにその値が変化する要素を含んでいます。こ

こでは部品の リアクタンス性パラメータ要素 (L,0な ど)

の相互作用による効果を考えてみましょう。

部品や素子のインピーダンスは図 3-13に 示すように,複

素座標止のベク トルで表現されます。このベク トル表現で

は,実 効抵抗と実効 リアクタンスはインピ~ダ ンス ・ベク

トル IZI∠θの実数軸 (R)と虚数軸 (jx)へ の投影になり,

次のように表わされます。

Re= IZl cos θ

Xe=IZl sin θ        、

損失係数 ( D ) =器 =岩
号

JX

JXo

図 3-13 イ ンピーダンスのベクトル表現

第 3章 使用法

ここで,Re:実 効抵抗

Xe:実 効リアタタンス

Z:イ ンピーダンス(Re+jXe)で す。

位相角 θが変化すると,上 の定義に従ってReと xeも 変化

します。測定パラメータL,0,R,Dな どもインピーダ

ンス・ベクトルに関する部品の表現ですから,位 相角 θは

それらの値を左右します。そのような例として, ィングク

タの自己共振周波数の近 くにおけるイングタタンスと損失

係数を調べてみましょう。図 3-14に インタ
・
クタの等価回

路を示 します。イングクタンスLxは 分布容量00と 周波数

foにおいて共振します。動作周波数が共振周波数に近づ

くと,ベ クトル・ィンピーダンスの位相角θは 0°に近づ

きます (ベ クトルはR軸 に近づきます )。それゅぇィンタ
・

タタンスは減少し,抵 抗 (損失 )は増加します。共振周波

数 foでは,こ のインタ
・
タタは純粋な抵抗になります。た

とえこのインダクタが直流において理想的に抵抗がゼロで

あっても,共 振によって実効抵抗が増加します。そのため

損失係数は共振点のまわりの周波数で急激に変化します。

・
θ

‐

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

．
　

　

　

一‐

図3-12 試 料の共振 (例 )

JX f:〈f2〈fo〈f3くf4

fo 8鵜

―JX

図 3-14 共 振によるベク トル ・インピーダンスの変化
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3-35.測 定確度

3-36.4275Aの 演1定確度は図 3-15の グラフに示されて

います。グラフからの確度の読みは,与 えられた■ll定条件

のもとで測定値の最大誤差 (カ ウント)を 表わします。測

定値は低レベルの演1定信号や高い周波数を用いる時には低

い確度になります。確度は機器単体について適用され,実

際の測定誤差は測定器本体の誤差に,使 用するテス トフィ

クスチュアや測定ケーブルに特有な誤差が加わ ります。テ

ス トフィクステュア等に原因する誤差については 3-39項

に説明があります。4275Aの ■ll定確度は次の測定条件のも

とで規定されて (仕様に示されて )い ます。

1.ウ ォームアップ : 30分 以上

21測 定信号レベルの設定 :

MULTIPLIER :  × 1ま たは×01

0SC LEvEL: 最 大位置

3.CABLE LENGTHス イッチの設定 : 0

4.Z EROォ フセット調整を適切に行なう。

51動 作環境温度 : 23℃ ± 5℃

6.有 効数字の表示が 20カ ウント以上であること。

7 ノ ーマル ●モー ドで測定。

記 :21

5「

MULTIPLIERの 設定が×0.01の場合の演1定確

度は規定されません。

0℃か ら55℃までの温度範囲では誤差が 2倍 にな

ります。

3 - 3 7 .測 定信号 レベルの確度

3-38 TEST SIG LEVEL OHEOKボ タンを押し

た時に表示される演1定信号電圧および電流の確度は表 3-

7に示されています (これ らの確度は仕様ではなく代表特

性です )o測 定信号電圧の表示値はOSC LEVELツ マミ

と 側ヽLTIPLIERボ タンの設定に通常は近い値です。

しかし低インピーダンスの試料 (約 lkΩ 以下 )をUNK―

NOWN端 子に接続した場合には測定信号電圧は本器の内

部インピ
~ダ ンスのために低下し,実 際に試料に加わる信

号電圧はOSC LEVELツ マミの設定よりも低い値になり

ます。この場合にも表示される電圧または電流値は正しい

測定信号レベルです。

高い測l定周波数において■ll定ケ
ーブルを使用する場合には

表示される測定信号電圧の確度が低下します。これは測定

ケーブルの伝送損失によって試料に加わる測定信号の電圧

が小さくなるためです。表 3二 7に示されたlMHz以 上の

演1定周波数にかける確度は,UNKNOWN端 子にテストフ

ィクスチュアを直接取り付けた場合の代表特性です。

表 3-7 測 定信号 レベルの確度

測定範 囲 周波数 確 度

電 圧

0.001V-100V

く(11こ lz 士(読みの3°/O■1カ ウント)

≧INIHz 土(読みの 10%+2mV)

電  流

0 001mA-10.OmA

く(lⅣ EIz 士(読みの3%+1カ ウント)

≧IMHZ 士(読みの10%+2μ A)



C― D,C― Q測定のC確度

―グラフを読む うえでの注意‐

①  グ ラフはMULTIPLIERを × l1/C設定 した場合 の確度です

有効表示桁数 が同 じであればX01に 設定 した場合に も適用 し

ます

②  グ ラフ横軸の表示 カウン ト数は DISPLAY Aの 読みを表わ し,

3桁 表示 レィジでは 10KXlカ ウン トカヽ  4桁 表示 レンジでは

10000カ ウン トがアルスケールに対応 します

③ 確 度表の影のレンジ(3桁 表示レンジ)では, フルスケールの

1/2懸 ヽ測定値について有効表示FfJ数(分解能 )が 1桁増加

するため,許 容誤差カウントも増加します グ ラフが不連続で

あるのはこのためです.

④ C,L,R,ZI,θ 測定の確度 :C,L,R,IZ Iの 表示カウン

トに対する許容誤差をカウント数で示します

∽
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C― D測 定の D確 度

―グラフを読むうえでの注意=

① グ ラフはMULTIPLIERを Xlに 設定 した場合の確度です

有効表示桁数が同じであれば×01に 設定した場合にも適用し

ます              .

② グ ラフ横軸の表示カウント数はDISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁表示レンジでは10tXlカウントが, 4桁 表示レンジでは

l lX100カウントがフルスクールに対応します.

③ D測 定の確度 :Cま たはLの表示カウントに対応するDの読み

の%誤差と残留誤差カウントを示します.

残留誤差カウントは無効数値のゼロを含みます.
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C一 D測 定の D確 度
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図 3-15 測 定確度 (つ づき )
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L確 度

―グラフを読む うえでの注意
―

〇  グ ラフはMULTIPLIERを Xlに 設定 した場合 の確度です

有効表示桁数 が同 じであれば×01に 設定 した場合 に も適用 し

ます

② グ ラフ横軸の表示カウント数はDISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁表示レンジでは10KXlカウントが, 4桁表示レンジでは

10000カウントがフルスケールに対応します

③ 確 度表の影のレンジ(3桁 表示レンジ)では, フルスケ
ールの

1/以 下の測定値について有効表示桁数(分解能)が 1桁増加

するため,許 容誤差カウントも増加します グ ラフが不連続で

あるのはこのためです。

④ C,L,R,IZ,θ 測定の確度 :C,L,R,IZ Iの 表示カウン

トに対する許容誤差をカウント数で示します
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∽
Ｗ
　
　
¨
¨
　
　
¨
証

∽
い
ワ一コ
〇
〇
　
“
０
“
“
口
＝

∽
い
Ｚ
つ
Ｏ
Ｏ
　
“
〇
“
“
国

コ

①

①

(2000) (3000)

NUMBER 洲０
０。

Ｃ

ヽ

」

い

ＯＦ

(2000) (3000)  (4999)500       1000

NIJMBER OF L COUNTS

∽
自
Ｚ
つ
Ｏ
Ｏ
　
“
〇
“
“
国

＝

①

①

①

∽
【
Ｚ
つ
〇
〇
　
“
〇
“
“
国

引

NUMBER OF L COUNTS

/ /

/ / / /

≦ 多
ク // /

NUMBER OF

図 3-15 測 定確度 (つ づき )

3-28 4275A



:00H

:OH ① ② ① 颯
000
r n I

① ① ①

① 魏
00
mH

① ① ①

鰊
OmH

①

鰊
000
11H
① ① ① ① ○

颯

%H
① ① ① ①

OJJ H ① ① ①
④ ④ ④

輌
訃 m_lo

①
100 ④

OkHz 20kHz 00kHz 100 m :MHz 2MHz 4MHz 10MH2

L一 D測 定の D確 度

一グラフを読むうえでの注意‐

O グ ラフはMULTIPLI ERを Xlに 設定 した場合の確度です

有効表示桁数が同じであれば×01に 設定した場合にも適用し

ます

② グ ラフ横軸の表示カウ/卜数はDISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁表示レンジでは1000カウントが, 4桁表示レンジでは

10000カウントがフルスケールに対応します。

③ D測 l定の確度 :Cま たはLの表示カウントに対応するDの読み

の%誤差と残留誤差カウントを示します。

残留誤差カウントは無効数値のゼロを含みます

∽
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R―X/B,R― L/C沢 1定のR確度

―グラフを読むうえでの注意‐

① グ ラフはMULTIPLIERを ×1に設定した場合の確度です

有効表示桁数が同じであれば×olに 設定した場合にも適用し

ます

② グ ラフ横軸の表示カウント数はDISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁表示レンジでは10KXlカウントが, 4桁 表示レンジでは

10000カウントがアルスケーィレに対応します.

③ 確 度表の影のレンジ(3桁 表示レンジ)では, フルスケールの

1/以 下の測定値について有効表示桁数 (分解能)が 1桁増加

するため,許 容誤差カウントも増加します グ ラフが不連続て

あるのはこのためです。

O C,L,R,IZ I,θ 潰定の確度 :C,L,R,IZ Iの 表示カウン

ト1/C対する許容誤差をカウント数で示します.

NUMBER OF R COUNTS

図3二 15 測 定確度 (つづき )
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IZI一 θ測定の IZI 確度

―グラフを読むうえでの注意‐

① タ ラフはMULTIPLIERを ×1に設定 した場合の確度です。

有効表示桁数が同じであれば×01に 設定した場合にも適用し

ます

② グ ラフ横軸の表示カウント数はDISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁表示レンジでは1000カウントが, 4桁表示レンジでは

10000カウントがアルスケールに対応します。

③ 確 度表の影のレンジ(3桁 表示レンジ)では, フルスケ
ールの

1/2以下の測定値について有効表示F●数 (分解能 )が 1桁増加

するため,許 容誤差カウントも増加します。グラフが不連続で

あるのはこのためです.

④ C,L,R,IZ,θ 測定の確度 :C,L,R,lZIの 表示カウン

トに対する許容誤差をカウント数で示します
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IZI一θ測定の θ確度

一グラフを読む うえでの注意‐

①  グ ラフはMULTIPLIERを Xlに 設定 した場合 の確度です

有効表示桁数 力‖司じであればXolに 設定 した場合 71‐も適用 し

ま |

②  グ ラフ横軸の表示 カウン ト数は DISPLAY Aの 読みを表わし,

3桁 表示 レンジでは 1000カ ウン トが, 4 rFi表/jNレンジでは

10000カ ウン トがフルスケールに対応 します.

13T C,L,R,IZ,θ  ttl定の確度 :c,I′ ,R,IZ Iの 表示 カウン

トに対する許容誤差をカウン ト数で示 します
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3-39.テストフィクスチュアの特性

3-40.標 準テス トフィクスチュアと標準測定ケープルの

特性および適用できる測定範囲が表 3-8に 示されていま

すo ull定を容易にし,測 定誤差を最小にするために,■ll定

用途に適 したテス トフィクスチュアを豊富な専用のアクセ

サ リからわ選び ください。

3-41. LCRZ偏 却 ]定

3-42.DISPLAY A偏 差測定ボタンの うちsToREボ

タンを押す と,そ の時にDISPLAY Aに 表示されている

インダクタンス, キ ャパシタンス,抵 抗またはィンピーダ

ンスの演1定値が本器の内部回路に記憶されます。次に∠

(デ ルタ)ボ タンを押 し,試 料を換えて測定すると4275A

はその試料の演1定値か ら記憶 した値 (基 準値 )を 差 し引い

た偏差分のみを示 します。 Zボ タンの代わ りに Z%ボ タン

を押すと%偏 差が計算されて表示されます。本器が記憶 じ

た基準値はRECALLボ タンを押すとDISPLAY Aに 表

示され,そ の値を確かめることができます。基準値を変更

する場合は, Zボ タンまたは `%ボ タンをもう一度押 して

偏差測定を解除します。その後に新 し〈基準として用いる

試料を演1定してSTOREボ タンを押 します。

3-43.一般的な測定方法

3-44 -般 的な測定方法の手順が図 3-16に 示されてい

ます。特殊 な形状の部品を除いてほとん ど大部分の部品が

この方法で測定できます。特殊部品の測定には 16047Aテス

トフィタスチュアに替えて 16048A,16048B,16034Bな ど

のアクセサ リや用途に合わせた特製のテス トフィクスチュ

アを使用して〈ださい。

半導体部品の代表的 な測定として接合容量の測定方法が図

3-17に 示されています。4275Aの 最小 lpFフ ルスタ
ール

の低容量測定能力と 5桁 の高分解能,そ れに l hvか ら可

変の測定信号レベルは半導体測定に特に有用です。

3-45.警 告表示

3-46 表 面パネルの操作ボタンやスイッチの設定が適当

でない場合,あ るいは試料の値が測定範囲を超えているよ

うな場合にはディスプレーに警告表示が現われます。表 3

-9に 警告表示とその意味を示します。このような警告表

示が現われた時には表中に記述された原因について本器の

設定や測定方法を検査し,正 しい処置をして〈ださい。

モ デ ル
適 用 範 囲 高周波誤差f(M Hz):使用周波数,f≧ |

パラメータ値 測定周波数 %誤 差の追加(各ハラメータ) Dの オフセ ッ ト

16047A f t v z 2 Q v z  g ±5x lギ ト12%
±0.02 x l希12

160473 . + v v , 2MHz以 下

16047C 全 レン ジ f t v 2 , 2 ±lxl寺12% ±0.01 x l希12
16048A
16048B

- l v : /  t f t v z l ±5xl寺12% ±0.02
一

‐ ０Ｘ

16048C
C>1 000pF

L>100口H
10okHzル 人下

残留パラメータ値 :

Cく5pF, Lく200nH, Rく10mΩ

16334A e v > ' ) 全 レ ン ジ ±2 x Iギ 計12%   *
±0.02 x l希〕
2 *

記 :fは 演1定周波数 (MIIz).表 中の式から計算される追加誤差が l MHz以 上 の測定周波数において,測 定誤

差に加わ ります.
*:場 合によって,こ の範囲を越える誤差を生じることがあります。

クスチュアと測定ケープルの代表特性
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□□□□
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司

=器選ぜ写  離出39

□□□ □

電ξi   `、F円=干励寵ょ

□ □ □□ 0● 0 0□

D O  B I A Sス イッチを±35 V  M A Xに ,  O A B L E

L E N G T Hス イッチを0に設定 します。16 0 4 7 Aテス

トフィクスチュアをlI N K N O W N端 子に接続 します

他のテス トフィタステュアを用いる船 には,ス

イッチを適切に設定 してください。高インピーダ

ンス試料の浪1定には必要に応じてガ
ー ドを接続 し

ます。

2.LINEボ タンを押 して4275Aの電源をONに します

測定が開始される前に自動測定プログラム(記 憶 )

に誤 りがないことを確認するための自己診断が自動

的に行なわれます。

BIASイ ンジケータランプが点灯していないこと

を確認 してください。もしも点灯 していれば,裏

面パネルの DO BIASス イッチをOFFに します。

トリガ・ランプが点滅 していることを確認 します。

4275Aの 操作機能は自動的に次のように設定されます

DISPLAY A・ ……・・̈ ・̈・……………・●…………… C

LORZ RANGE・ ¨̈ ・̈・……………………… AUTO

Deviation meaSurement  ・ ・・・・・・̈・̈ ・̈ ・̈ off

DISPLAY B・ ¨̈ ……………………………̈ ………・D

CIRCUIT MODE・ ¨̈ ・̈AUTO( ・ 43・  )

HIGH RESOLUT10N … ・・……………・・̈ Off

SELF TEST・ ……………………………………●●̈ off

TRIGGER・ ―…………………………………………・ INT

Frequency … ………………………………・ 1 00 MHz

MULTIPLIER ¨ …………………………………… × 1

本器の基本的な動作状態を検査するため,セ ルフ

テス トを行なって〈ださい (3-5項 を参照 ).

SELF TEsTボ タンを再度押すと解除されます。

DISPLAY Aフ ァンクションのポタンを押 し,希

望するL,0,Rま たは IZIの測定パラメ
ータを選ひ較す

もし必要ならば CIRCUIT MODEボ タンを押して,

直列または並列等価回路を選択 します。

DISPLAY Bフ ァンクションについて希望する

測定バラメータによっては,適 当な CIRCUIT

MODEを 選択 しなければなりません.詳 しくは 3
-8項 を参照 して〈ださい。

DISPLAY Bフ ァンクションのボタンを押 し,希

望する測定パラメータ(DISPLAY Aフ ァンクン

ョンで設定した測定バラメータと同時に選択可能で

あることが必要です )を 選びます。

FREQUENOY STEP DOWNま たは UPポ タン

を押して希望する測定周波数を選びます。

7

図 3二 16 -般 的な測定方法
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8 MULTIPLIERを × 1に ,

を最大位置に設定 します.

16047Bテ ス トフィクスチュァを用いる時には,保

護 カバーを開めてください。カパーを閉 じるとフ

ィクスチュアは電気的にUNKNOWN端 子に接続

され,開 けると切 り離されます。

テス トフィタスチュアに何 も試料を接続せずに

ZER0 0PENポ タンを押しますlキ ャパシタンスとコ

ングクタンスについて自動的にオフセット調整が行

なわれます.DISPLAY Aに
"CAL"の

文字が約

4秒 間表示されて,次 に小さな数値 (0に 近い値 )

に変わります.

テストフィタスチュアに短贅板を接続して測定端子

をOΩ (OμH)に 短絡します.

ZERO SHORTボ タンを押します。 イ ングクタン

スと抵抗について自動的にォフセット調整が行なわ

れます。DISPLAY Aに
"CAL"の

文字が約4秒

間表示されて,次 に小さな数値 (0に 近い値 )に変

わります.

短絡板をテストフィクスチュアから取 り除きます。

MULTIPLIERボ タンとOSC LEVELツ マミで

希望する測定信号レベルに設定 します.

13試 料をテストフィクスチュアに接続します.

記

演1定信号レベルを正確に設定する場合は,TEST

SIG LEvEL CHECK vま たはmAボ タンを

押しながら, FREQUENCY/TEsT sIG

LEVELデ ィスプレーの表示値が適当な電圧または

電流値になるようにOSC LEVELツ マミを調整し

ます。

OSC LEVELツ マ ミ 14.4275Aは 自動的に試料の演1定値を表示 します。

記

もしもOF,uFや マイナス記号が現われた り,何

も表示されない場合は表 3-9の 警告表示を参照

してください。半導体測定については,信 頼のか

ける測定データを得るための注意が図 3-17に 説

明されています。

15.表示された演1定値を読みます。

記

ほとん ど同じ値をもった多数の試料を測定する時

は, LCRIZI MNGE MANUALボ タンを押 し

て最適な測定レンジにホール ドすると,や や演1定

時間を短縮することができます。

DISPLAY Bフ ァンクシ ョンをDま たはQに 設

定した場合には ,オ フセット調整が終了した後に

CFの 文字がDISPLAY Bに 表示されますが ,試

料を接続すると文字が消えて測定値が表示されます。

非常に損失 が小さい試料の損失係数を測定すると,

(測定誤差の許容範囲内で )負 の測定値が例えば

-0.00011の ように表示されることがあります。

損失係数の値が既知の低損失試料,ま たは損失係

数の極めて小さな (無 視できる)試 料を基準にと

ると,本 器の秀れた直線性に基づいて,小 さな損

失係数を高い確度で求めることができます.よ り

正確な損失係数の値は次の式で求められます。

D～ D2~ (Dl― Ds)

ここで, Dは 試料の正 しい損失係数,

D2は 4275Aで演1定された試料の損失係数,

Dlは 4275Aで 測定された既知の試料の損失係数,

Dsは 光知の試料の損失係数です(損失係数が極小

の試料を基準にする場合はDsを ゼロとします ).

記

図 3-16 -般 的な測定方法 (つづき)
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半導体部品の測定では,部 品の電圧や温度に対する強い

依存性,非 直線インピ
ーダンス特性のために,意 味のあ

る測定データを得るには測定条件を明確にしなければな

りません。部品の動作特性を詳細に調べるために試料の

特性曲線をプロットするには,何 点かの適当な動作点を

測定回路構成

上の図は NPNト ランジスタのベース ・コンクタ容量

(Oob)を 測定する一般的 な接続方法を示 します。試料

を接続するテス トフィクスチュアにはこの演1定のために

特に設計 したものを使用 してもかまいません。正確な直

流パイアス電圧を試料に加えるために,ォ プション001

(ま たはオプション∞2)を 内蔵 した 4275Aが 適 してい

ます。 も しも直流パイアスが不要ならば, これに関連 し

た演1定手順を省略 して測定を行なってください。

測定方法

l DC BIASス イッチを±35V AIAXに , OABLE

LENGTHス イッチを使用するテス トフィクスチュ

アまたは測定ケーブルにより適当に設定 します.

オプションOC12(最大 99.9V)ま たは外部直流パ

イアスを用いて±35V以 上のパィァス電圧を試料

に加える場合は, DC BIASス イッチを±200V

MAXに 設定 します。

選び,な るべく小さな測定信号 (電圧 )を用いてその動

作点を中心とする狭い動作範囲について正確な測定を行

ないます。ここではP一Nお よびMOS構 造の部品の半

導体接合容量を測定する代表的な方法を説明します。

2.テ ス トフィクスチュアまたは測定ケーブルを本器の

UNKNOWN端 子に接続 します。

LINEボ タンを押 して本器の電源をONに します。

初期自動ファンクション・テス トの後に, 自動初期

設定によって4275Aは C―D演1定で演1定周波数 l MHz

に設定されます ト リガ。ランプが点滅を始めます。

ZEROォ フセット調整を行ないます (図 3-16,一

般的な測定方法,第 8項 から第12項を参照 してくだ

さい ).

必要ならば内部直流バイアスを,ま たは裏面パネ

ルの EXT± 35V MAXコ ネクタ(高 い直流バイ

アス電圧を用いる時は±200V MAXヨ ネクタ)を

通して外部直流パイアスを加えます。外部直流パ

イアス電源は安定で低雑音であることが必射 .

裏面パネルのDO BIASス ィッチを適切に設定

します。

:60238
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図3-17 半 導体部品の測定
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第 3章 使用法

注  意

裏面パネルのDO BIASス イッチを操作する前

に,テ ストフィクスチュアに何も接続されていな

いこと,ま たは直流バイアス電圧がゼロボルトに

設定されていることを確認してください。

MULTIPLIERボ タンとOSO LEVELツ マミを

操作して,測 定信号電圧を適当に設定します。必要

に応じて希望するull定周波数を選びます。

必要な演llt確度が得られる最 も低い測定信号電圧

を選びます。通常はMULTI PLIERを XO.1には

たは×001に )設定 します。TEST SIG

LEVEL Vボ タンを押す と測定信号電圧が

FREQUENCY/TEST SIG LEVEL デ ィスプ

レーに表示 されます.

6.半 導体試料をテス トフィタステュアrC接続 します。

信頼のかける測定値を得るために,次 の点に注意し

てください.

実際に試料に加わる演1に信号電圧を正確に設定す

るには, TEST SIG LEvEL Vボ タンを押し

て測定信号電圧をモ‐夕しながらOSC LEvEL

ツマミを離 します。

表示されたキャパンタンス値を読みます.試 料の損

失係数もDISPLAY Bに 同時に表示されます.

△ 注意
試料を取 り去らない間は BNOコ ネクタの中心導

体に危険な電圧が現われているかもしれません。

半導体素子のc― v特 性の測定では,実 際に試料

に印カロされるOCバ イアス電圧は,試 料の直流も

れ電流によって若干低い値になることがあります。

これは,試 料の直流もれ電流がL cuR端 子からレ

ンジ抵抗を流れて,直 流電圧を生じるためです。

演1定中に測定 レンジが変わると,試 料に印カロされ

る DCバ イアス電圧も変化します。

試料に印加される DCバ イアス電圧を設定した値

に保つには,試 料の直流もれ電流が, L∞ R端 子

に流れないよう,コ ンデンサとインダクタを下図

のように接続します。

直流阻止用 コンデンサ

C > 1000CX

直流電流のバイパス用インダクタ

L> 4 f 2 c x

HP― IBに よって 4275Aの リモ
ー ト・コン トロールと測

定データの集録を行 うと,半 導体の不純物濃度,キ ヤリ

ア密度や空乏層領域におけるさまざまな物理現象を対象

とする一般に時間のかかる測定を完全に自動化す
ること

ができ,あ わせて測定デ
ータの統計的処理や演算を行な

ぃ,そ の結果を任意の形式でグラフに表わす
ことができ

ます。この
一連の自動測定を可能にするIIP―IBシ

ステ

ムの構成についてのお問い合わせは最寄りの YHP営 業

所もしくは代理店までお寄せ ください。

7

測定信号のピーク電圧でP一 N接 合に順方向電流

が流れると,正 しい測定値が得られません。
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表 一不 表 示 の 意 味

(プ ランク )

C I s P L A Y  Aフ ァンクションが正しい測定パラメータ

に設定されていない場合に現われます。

測定されたL,C,Rま たは ZIの値が選択した測定ンン

ジの上限を超えている場合に現われます。

測定されたL,0,Rま たはIZIの値が選択した測定ンン

ジよりも小さすぎる場合に現われます。

(あ る数値 )

DISPLAY Bの 測定パラメータについて測定値が測定

レンジを超えている場合に現われます。この場合は L,

0と Rの 測定確度は規定されませんi CFが 表示された

時はその試料に適 した他の測定パラメータをD ISP L2W

Bフ ァンクションか ら選びます。

(ブ ランク )

zEROォ フセット調整を行なった時に,測 定回路の残

留パラメータ値がオフセット調整の限界を超えていると

現われます。

(ブ ランク )

DISPLAY Bフ ァンクションの設定の誤 り.

DISPLAY Aフ ァンクションの設定とは同時に選択す

ることができないDISPLAY Bフ ランクションのボメ

ンを押 した場合に現われます。

(プ ラィタ )

測定レンンの選択の誤 り.設 定した周波数では測定でき

ないレンジを選んだ場合に現われます。

( z ' ) 2 2 )

lZVZ' t t74t  L" t t3
2-cCttvr

Dcrs,rp 7q\ Azv e

浪1定回路構成の誤り(①一①のいずれかの場合)。

①テストフィクステュァまたは測定ケーブルの中で沢1定

回路が短絡または開放 (切断 )状態になっている場合.

② 16047Bテストフィクスチュアの保護開閉カバ
ーが演1定

中に開けられた場合.

①直流パイアスを用いた測定では選択することが許され

ない測定レンジを選んだ場合。

表 3-9 警 告表示

第 3章  使 用法
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このエラー ・メンセ~ジ は上記の動作状態のもとで直流バイアス電圧を加える操作を行なった直後に現われます。

表 不 表 示 の 意 味

(プ ランタ )

偏差演1定の操作の誤り(①か②のいずれかの場合 )。

①OFま たはUFが 表示されてぃる時にSTOREボ タン

を押 した場合.

②′または∠%測定を解除せずにSTOREボ タンを押し

た場合.

(プ ランク )

偏差測定の操作の誤 り.記 憶されている基準測定値とは

異なった単位をもつEll定パラメータについて測定中に∠

または′%ボ タンを押した場合に現われます.

(プ ランク )

直流バイアスを用いたIll定の操作の誤り(Oか②のいず
れかの場合に現われます )。

①直流バイアス電源を内蔵せずに内部直流バイアス動作

に設定した場合.

②オプショィ001を内蔵し,直 流パイアス電圧を±35V

の電圧可変範囲を超えた値に設定した場合.

※表欄外の記を参照してください。

(プ ランク )

このエラー ・メッセージはォブション001

または 002を 内蔵 した機器に現われます。

直流パイアスを用いた測定の操作の誤夕.表 面パネルま

たは裏面パネルのDO BIASス イッチが希望する内部

直流バイアス動作に適した設定にない場合に現われます

※表欄外の記を参照してください。

|…

(ブ ランク )

このエラー ・メッセージはオブション003

を内蔵 した機器に現われます。

メモリ・パックアップ機能の異常(①か②のいずれかの

場合に現われます)。.

①保護されるべき記憶内容(データ)が消失した場合.

②継続的に記憶内容を保持するためのスタンパイ電池が

消耗 した場合.

マイナス (― )が 表示されます。 ①表示された測定値がゼロに近い場合にときどきマイナ

ス記号が現われます.

②イングクタンス測定でキャパシタを試料として接続 し

た場合,ま たはキャパンタンス測定でイングクタを試

料として接続 した場合にマイナス記号が現われます。

表 3-9 警 告表示 (つ づき)
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3-47.外 部直流バイアス

3-48.容 量ull定やイングクタンス■ll定において必要な,

外部電圧バイアスや電流バイアスのかけ方を図 3-18に 示

します。同図にはそれらに適したバイアス回路と設定が示

されていて,直 流バイアスが本器を破損しないように配慮

されています。測定容量に直流電圧を印加する時は,印 加

電圧が試料の最大定格電圧を超えないように,ま た容量の

極性にも注意しなければなりません。直流パイアス電圧は

HCURお よびHPOT端 子に加わります。

3-49.パ イアス電圧の落ち着き時間 :直流パイアス電圧

を重畳する演1定では,試 料に加わるパイアス電圧が設定値

に達するまである程度の時間を必要とします。図 3-18に

直流バイアス電圧がその設定電圧の90%以 上に達 して,

4275Aの表示値が安定するまでの時間を示 します。もしも

直流バイアス電圧が落ち着くために十分な時間がとられな

い場合には,表 示値が変動したリエラ
ー・メッセージ

(Drr 4)が現われることがあります。

第 3章  使 用法

3-50.外 部 トリガ

3-51 4275Aに 外部からトリガ信号を入力してull定を行

なう場合には,適 当な外部 トリガ装置を裏面パネルの ExT

TRIGGERコ ネクタ (BNCタ ィプ)に接続 して,表 面パ

ネルの EXT TRIGGERボ タンを押 します。4275Aは

TTLレ ベルの トリガ信号が L ow(OV)か らHigh(+5V)

レベルに移った瞬間に トリガされます。 トリガ信号のパル

ス幅は 20 μS以 上でなければなりません。外部 トリガは

ExT TRIGGERコ ネクタの中心導体をシャ
ーシに接地

し,次 に開放することによっても行なうことができます。

EXT TRIGGERコ ネクタの中心導体を接地 し開放

してトリガを行なう場合は,十 分に低い抵抗 (20Ω以

下 )で 接地し,ま た回路の開閉に伴ってチャタリング

が起こることを防止 してください。
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外部直流パイアス動作 (≦ 200V)

lJJF

AC bypc.
Copocilor,1.

jlllMi;チ,tレヽ2こ■ため、(, C・

歳 ≦2oュ の ct R"も
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ヽヽ
そ。に

最大±200Vま での外部直流バイアス電圧を加えてキャ

パツタンス測定を行うには,上 図のように直流バイアス

電源とテス トフィクステュアを接続 します.最 大パイア

ス電圧が±35Vを 超える場合は測定手順Aに 従います。

±35Vを 超えない場合は,パ イアス電圧が短時間で安定

するEll定手llI Bの方法に従ってください。

±35V以 上 (±200Vま で )の直流バイアスは小容量

(0.lμF以 下 )の 試料を測定する場合にのみ用いて

ください。

測定準備

1.最 大±200Vま でのパイアス電圧を加えることがで

きるテス トフィクスチュアを使用する場合は,表 面

バネルのDO BIASス イッチを±2∞V MAXに ,

また最大±35Vま でのパイアス電圧を加えることが

できるテストフィクスチュアを使用す る場合には

±35V MAXに 設定 します.

±35V以 下の直流バイアス応用測定にはすべての

標準テストフィクステュアまたは標準測定ケ
ーブルが

使用できます。±2CIKIVまでの直流パイアスには16047

B, 16048A, 16048Bを 使用 して ください。

希望するテス トフィクステェアを lINKNOWN端 子

に接続 します。

3.LINEボ タンを押して 4275Aの電源をONに します。

4.本 器を図 3-16,一 般的な演1定方法の第5項から第

12項に従って設定します。

注  意

裏面パネルの DO BIASス イ ッチを操作する前

に,テ ス トフィクスチュアに何も接続されていな

いこと,ま たは直流バイアス電圧がゼロボル トに

設定されていることを確認 して〈ださい。

日 日

OO+ ρ◎m5◎Tド 申響白菖暉瞥

図3-18 外 部直流バイアス
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測定手順A(≦ 200V)

1.外 部直流バイアス電源を4275A裏面パネルの EXT

±200V MAXコ ネクタに接続 します。

2 裏 面パネルのDO BIASス イッチをExT± 200V

MAXに 設定 します。表面パネルの BIAS表 示ラン

プが点灯 します。

表面パネルのDO  B I A Sス イッチを±3 5 V  N性X

に設定 した場合には,直 流バ イアス電圧 が

UNKNOWN 端 子に現われません 。

沢1定手順Bの あとに記述された第 3項 に進みます。

測定手順B(≦ 3 5 V )

1 外 部直流バイアス電源を4275A裏面パネルの EXT

±35V MAXコ ネクタに接続します。

2 裏 面パネルのDC BIASス イッチを EXT± 35V

MAXに 設定 します。表面パネルの BIAS表 示 ラン

プが点灯 します.

注  意

外部直流バイアス電圧は±35Vを 超えてはなりま

せん。 ExT± 35V MAXコ ネクタに流れる最大

(尖 頭 )バ イアス電流は 1∞ mA以 下に制限して

ください.許 容電流を超えると内部保護 ヒュ
ーズ

が溶断 します。

次の第 3項 に進みます。

3 試 料をテス トフィクスチュアに接続 します。

注  意

EXT± 35V MAXコ ネクタに外部直流バイアス

電源 を接続 してい る場合 は,UNKN01州 の

HIGH側 端子 とLOW側 端子 を誤 って短絡 しない

でください .

注  意

プラスのパイアス電圧をカロえる時は,電 解コンデ

ンサのプラス極をHIGH側 端 子に接続してくだ

さい.マ イナスのバイアス電圧を加える時は,マ

イナス極をHI GH llll端子に接続 してください 。

印加したパイアス電圧が安定 した後に,表 示された

キャパンタンス測定値を読みます。

△ 注意
試料を取 り去らない間は BNCコ ネクタの中心導

体に危険な電圧が現われているかもしれません.

試料の値が 0 1μFよ りも大きい場合はExT± 200

v MAXコ ネタタを通 して直流バイアス電圧を加

えると,表 示されるキャパツタンス値が変動した

り,ま たは Err 4が表示 されることがあります.

16047Bテ ス トフィタスチュアの保護カバ
ーを開け

ると試料 (キ ャパツタ )の 電荷は 10Ω の抵抗 を

通 して速かに放電されます。

記

記

外部直流バイアス電圧は

ません。

意

±200Vを 超えてはなり

図 3-18 外 部直流′ヽイアス (つ づき )
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パイアス電圧安定時間

試料に加わるパイアス電圧が設定電圧の90%以 上に達するまでに次

の時間がかかります。

直流バイアスの設定 安 定 時 間

±35 V  MAX

±200 V MAX

50m s 以 下 (<200 μ F)

40 m s 以下 (<0 1μ F)

ExT ± 35V MAXお よび±200V MAXコ ネクタ

に加えられた直流バイアス電圧はそれぞれ約 100Ω

および約 150 kΩの内部保護抵抗を通して試料に加

わります。

図 3-18 外 部直流パイアス (つ づき )
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外部電流バイアス

4275Aは直接に測定端子を通 して試料にバイアス電流を

流すことができます。インダクタンス試料に外部直流バ

イアス電源か ら電流バイアスを加えて演1定する方法を以

下に説明します。一般的な電流バイアスの印加方法は,

裏面パネルの EXT± 35V MAXコ ネクタを通 して最大

100mAま でのパイアス電流を流 します (ま た, ExT

±200V MAXコ ネタタを通 して最大 1 3mAま でのだヽ電

流バイアスを加えることもできます ).

電流バイアス (≦ 100 mA)

1.表 面パネルのDO BIASス イッチを±35V MAX

(ま たは±200V MAx)に 設定 し,希 望するテス

トフィクステュアをUNKNOWN端 子に接続します。

LINEボ タンを押 して電源をONに し,図 3-16,

一般的な測定方法の第 2項 から第12項に従って本器

を設定 します (DISPLAY Aフ ァンタションをL

に設定 します ).

裏面パネルの ExT± 35V l□Ⅸ コネクタに外部直

流バイアス電源を接続 します.

注  意

裏面パネルの DO BIASス イッチを操作する前

に,外 部直流パイアス電源の出力電圧をゼロボル

トに設定 してください。

4 裏 面パネルのDO BIASス ィッチをEXT± 35V

MAXに 設定 します。

5 試 料をテス トフィクスチュアに接続 します。

6 電 流計をモニタしながら外部直流パイァス電源の出

力電圧を増加させ,希 望するパイアス電流が得られ

るように調整します。

注 意

直流パイアス電流が 100n試宅超えてはなりませι

また,直 流パイアス電源の出力電圧が±35Vを超

えてはなりません.
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図3-18 外 部直流バイアス (つ づき)
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3-52.オプション

3-53 本 器のォブションについて使用法 と関連する情報

を以下に記述 します (ラ ックマウン トとハン ドル取 り付け

オブションについては第 2章 を参照 してください )。

3-54.オプションの表示

3-55 機 器に備わったオプションが何であるかを確認で

きるようrC,そ のオブションの内容が初期自動ファンクシ

ョンテス トの直後に表示されます。表面パネルのディスプ

レー部に,内 蔵オブツョンのそれぞれの略記号が図 3-19

の ように現われます。

3-46

3-56.オ ブション001:直 流バイアス (0-± 35V)

3-57 4275Aオ プション 001はЮ00Vか ら±35.OVま で

可変の リモー ト・コントロ
~ル 直流バイアス電源を内蔵 し

ます。最小 l mVス テップの電 圧変化が可能で,ま た基本

確度 0.5%(大 容量測定では 2%)の 正確さで
バイアス電

圧を設定することができるォプション001は ,直 流
バイア

スを応用する半導体測定には最 も適 しています。
パイアス

電圧の設定は 16023B直流バ イアス
・コントローラまたは

HP― IBコ ン トロ~ル 信号によって行 うことができます。

ここでは 16023Bコントローラを用いたオブション001の

操作方法を述べます。HP一 IBコ ントロ
~ル による直流パ

イアスの設定方法は 3-“ 項 のオプション101 HP―IBを

参照 して〈ださいo

1 表面パネルの DO BIASス イッチを±35V MAX(ま

たは±200V MAX)に 設定 して,希 望するテス トフィ

クスチュアを llNKNOWN端 子rC接続 します。すべて

の標準テス トフィクステュアおよび標準測定ケ
ーブル

が使用できます。

LINEボ タンを押 して電源をONに します。本器を図

3-16,一 般的な測定方法の第 5頂 から第12項に従っ

て設定 します。

16023B直 流バ イアス ・コントロ
ーラを裏面パネルの

INT DC BIAS 00NTROLコ ネタタに接続しまJ略

注  意

裏面パネルの DO BIASス イッチを操作する前に,

テス トフィクスチュアに何も接続されていないこと,

または直流バイアス電圧がゼロボル トに設定されて

いることを確認 してください。

0.lμF以 下の小容量を測定する場合には,裏 面パネ

ルの DC BIASス イッチを INT 35V/1∞ V(≦ 。1

μF)に 設定 します。この設定ではパイアス電圧の安

定する時間が短 くてすみます。 0.l μF以 上 200 μ Fま

での大容量を測定する場合は,ス イッチを INT 35v

′100V(≧ 200μF)に 設定 します。

16023Bの MULTIPLIERス イッチを希望するパィ

アス電圧が得 られるレンジに設定 します (× 0.1,×1

または ×10)。 希望するパイアス電圧 (正 または負の

電圧 )を 3桁 のサ ミ
ールスイッチに設定 します。

直流電流バイアスについては,

あります。

この項のあとに述べて

図に説明されたもの以外のオブションは表示されまt想

① I I P―I Bオ ブション.

オプション 1 0 1 .

② H P― I Bア ドレス
・コ

ー ド17.

③薗充バイアスオプション.

オブション001または

002.

④ メモ リ。パソクアップ

オブション.

ォブション 0 0 3 .

①この文字はHP― IBオ ブション101を備えている場

合に現われます。

②本器に設定したHP― IBア ドレス番号が10進数で表

示されます。他のHP― IB機 器とインターフェース

を行なうために, この表示されたァドレス番号を

IIP一IBプ ログラムに用います。
ノ

③この文字は直流パイアス内蔵オブション001または

oo2を備えている場合に現われます.

④この文字はメモリ・パックアップ。ォブション003

を備えている場合に現われます。

図 3-19 オ プションの表示
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8.

6 試 料をテス トフィクスチュアに接続 します。

注  意

プラスのパイアス電圧を加える時は,電 解コンデン

サのプラス極を HIGH側 端子に接続 してくださいo

マイナスのパイアス電圧を加える時は, マイナス極

を HIGH側 端子 に接続 してください。

16023Bの ENTERボ タンを押 しますo押 した直後に

バィアス電圧が試料に加えられます。

バイアス電圧が安定 した後に,4275Aが 表示 した測定

値を読みます。

裏面パネルのDO BIASス イッチをINT 35V/100

v(≦ .lμF)に 設定した場合は,0 1μ F以 上の大き

な容量をもつ試料を浪1定すると,表 示されるキャ
パ

ツタンス値が変動した り,ま たは Err 4が表示され

ることがあります。 (        |

第 3章  使 用法

直流電流バイアス

直流パイアス電圧の応用測定と同様の操作手順で,電 流パ

イアスをイングクタンス試料または抵抗試料に加えること

ができます (DISPLAY Aフ ァンタションをLま たはR

に設定 します )。試料に流れるパイアス電流の値は DC

BIASス イッチの設定 ,パ イアス電圧の設定値Ebiasおよ

びレンジレジスタの値 ,試 料の直流抵抗 Rxに よって次の

ょうになります。

INT 35V′ 100V(≦ 01μ F):

パイアス電流=Rx+2"(A)

最大電流 :40 mA(± 10.OV以 下 )

:10 mA(± 10.lV以 上 35.OV以 下 )

INT 35V/100V(≦200μ F):

バイアス電流= Rx+1050(A)

最大電流 :10 mA

3-58.オ プション002:直 流バイアス (0-± 99.9V)

3-59 4275Aオ プション002は 000Vか ら±999Vま で

可変の リモー ト・コントロール直流バイアス電源を内蔵 し

ます。 2%の 基本確度でバイアス電圧を設定することがで

き,電 圧可変範囲が広いため
一般のキャパシタンス部品に

バイアス電圧を加える応用演1定に適 しています。バイアス

電圧の設定は 16023B直 流バイアス
・コントローラまたは

HP― IBコ ン トロ~ル 信号によって行 うことができます。

ここでは 16023Bコ ン トローラを用いたオブション002の

操作方法を述べます。IIP―IBコ ントロ‐ルによる直流
バ

イアスの設定方法は 3-“ 項 のオプション101 HP―IBを

参照 してください。

1 表 面パネルのDO BIASス イッチを上200V MAX

に設定 します。

注  意

最大±35 Vまでの直流バイアス電圧を加えることが

できるテス トフィクステュアを使用する場合には,

DO BIASス イッチを±35V MAXに 設定 して〈

ださい。この設定では, ±35V以 上のパイアス電圧

を加える操作を行 うと,Err 7が 表示 されてバイア

ス電圧が試料に加わりません (その前に適当なパイア

16023Bに ±35.0以上のパイ

Err 7が 表示され,直 流バイ

ません。

アス電圧を設定すると,

ァスは試料に加えられ

直流バイアス電圧をモニタする場合は DVM(電 圧

計 )を裏面パネルの INT DO BIAS MONITOR

コネクタに接続 します。

バイアス電圧安定時間

試料に加わるパイアス電圧が設定値の90%以 上に達するま

でに以下に示す時間がかかります。

*注
:Cxは 試料のキャパツタンス値 (μF)

記

直流パイアスは 220Ω (く ユμFの とき)ま たは

1.05 kΩ(≦ 200μFの とき)の 内部保護抵抗を通

して印加されます。

オプション002内部直流パイアスは0 1μF以下のキャ

バンタンス演1定に用いてください。

DC B:ASス イッチの設定 安 定 時 間

INT BsV /rooV ( ( .1 pF )
rNT 35V/ toov(<zoopP)

20 ms以下

6001-6・
*Cx ms

4275A
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希望するテス トフィクスチュアを UNKNOWN端 子に

接続 します。 16047B,16048A,16048Bが 使用 でき

ます。

LINEボ タンを押 して電 源をONに します。本器を図

3-16,一 般的な部品浪1定の第 5項 から第12項に従っ

て設定 します。

16023B直 流 バイアス ・コントローラを裏面バネルの

INT DC BIAS 00NTROLコ ネクタに接続しま九

注  意

裏面パネルのDO BIASス イッチを操作する前に,

テス トフィクスチュアに何 も接続されていないこと,

または直流パイアス電圧がゼロボル トrC設定されて

いることを確認 して〈ださい。

裏面 パ ネルの DO BIASス イ ッチを INT 35V/100V

(1≦.lμF)またはINT 35V/100V(≦200μF)に

設定します。

16 0 2 3 BのM U L T I P L I E Rス イッチを×10に設定し

ます。希望するパイアス電圧 (正または負の電圧 )を

3桁のサミールスイッチに設定します。

7 試 料をテス トフィクステュアに接続 します。

注  意

プラスのパイアス電圧を加える時は,電 解コンデン

サのプラス極を HIGH側 端子に接続 してください。

マイナスのパイアス電圧を加える時は, マイナス極

をHIGH側 端子 に接続 してください。

16023Bの ENT ERボ タンを押 します。押した直後に

パイアス電圧が試料に加えられます。

パイアス電圧が安定 した後に,4275Aが 表示 した潰1定

値を読みます。

記

0.lμF以 上 の大 きな容量をもつ試料を測定すると,

直流バイアス電圧をモ‐夕する場合は DvM(電 圧

計 )を 裏面パネルの INT DO BIAS MONITOR

コネクタに接続 します。

16047Bテ ス トフィクステュアを使用している場合

は,安 全保護カバ
ーを開けた時に,試 料のキャパツ

タに蓄えられている電荷が 10Ω の抵抗を通って放

電します。

バイアス電圧安定時間

試料に加わるパイアス電圧が設定 した電圧値の90%以 上に

達するまでに最高 300 msの時間がかかります。

図 3-20 1NT DC BIAS CONTROLコ ネクタ

表示されるキャパンタンス値が変動したり,

Err 4が表示されることがあります。

直流パイアスは 50 kΩの内部保護抵抗を通 して印加さ

れます。
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3-60.オ プション003:

パッテリ・メモ リ・バックアップ

3-61 4275Aォ プション003は機器の任意の設定を記憶

してそれを継続的に保持する機能をもちます。特定の■ll定

目的に特に用いるような,あ るいは通常 しばしば用いる設

定は,同 じ設定をいつでも簡単に行なえるように機器に記

憶させておくことができます。この設定に関する記憶は機

器の電源が遮断された場合にも保たれて,正 常な電源が再

び投入された時に同 じ設定が自動的に行われます。また,

2つ のボタン (LOCALと REcALL)を 押す ことにより,

記憶されている設定をいつでも実際に再現することができ

ます。希望する設定を機器に記憶させるには次の ようにし

ます。

表面パネルの操作ボタンやツマミを希望する設定にし

ます。

L00ALボ タンを (少 なくとも)1秒 間押 し続けます。

bbの 文字 (MemOry back― upを意味 します )が

DISPLAY Aに 点滅 します。

表示の点滅が終わる前に REF vALUE STOREポ

タンを押 します。 もしもSTOREボ タンを押さないと,

約 5秒 後に 4275Aの 記憶モ
ー ドが自動的に解除されて

点滅する表示が消え,機 器は通常の演1定動作に戻りま

す。もう一度記憶モー ドにするためにはL00ALボ タ

ンを押します。

4275Aは その設定を記憶しました。この設定は機器に

電源が投入された時に,い つも標準の自動初期設定に

代わって再現されます。ある任意の (一 時的な)設定

で測定を行なった後に,記 憶されている設定が必要に

なった場合には, LOCALボ タンを約 1秒 間押 し,次

にREF vALUE RECALLボ タンを押します。

自動オフセット調整の結果 (テ ストフィクステュア

に関するオフセット補償値 )が よび偏差濃1定におけ

る基準演1定値も機器の設定と共に記憶され,保 持さ

れます。

第 3章  使 用法

スタンパイ電池の平均寿命時間 (記憶保持のために電

池が作動した時間の合計 )は 40000時間です。電池が

消耗すると保持されていた記憶が消失し,Err 9の 警

告が表示されます。電池は早めに交換してください.

交換方法については最寄 りのYHP営 業所,サ ニビス

部または代理店にお問い合わせ〈ださい。

オプション003バ ッテリ・メモリ・バ ックアップの

機能は,計 器番号 2045」01243以降の機器には,標

準装備されています。

3-62.オ プション004:1-3-5ス テップ測定周波数

3-63 4275Aォ プション004は10点の標準■ll定周波数の

代わりに次の測定周波数を備えます (単位はHz)。

1 0 k

30k

50k

100k

3 0 0 k

500k

l M

3 1ヽ

5 M

10M

*

FREQUENCY/TEsT sIG LEVELデ ィスプレーの表

示窓には上記の周波数がプリント|れています(*は 2点

までの特別オプション周波数が追加されうることを表わし

ます )。 これ らの10点のオプション周波数は,標 準の測定

周波数を備えた4275Aの周波数選択方法と同様に,表 面パ

ネルの FREQUENCY STEPボ タン(EЮ wNと UP)

を押すことによって選ばれます。その他の機能と性能は標

準の 4275Aに準 じます (測定確度は仕様を参照 してくださ

い )。

3-64.特 別周波数オプション

3-65.特 別周波数ォプションは 10」厖 から10 7 MHzま

での周波数範囲にある任意の測定周波数を1点または2点

追加します。追加された特別測定周波数は標準の測定周波

数を選択する方法と同様に, FREQUENOY STEPボ タ

ン(DOWNと UP)を 押すことによって選ばれます。その

周波数 (値)に無関係に,特 別■ll定周波数はUPボ タンを押

して順次に高い測定周波数を選んだ場合に,10 MIIzの 次

に現われます。これはFREQUENCY/TEST SIG

LEVELデ ィスプレーの表示窓にプリントされた測定周波数

表のホの位置にあたります。特別測定周波数を選んだ時に

も,そ の周波数が FREQUENCY/TEsT sIG LEVEL

ディスプレーに表示されます。

TEsTポ タンの設定は記憶されません。
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3 - 6 6 .オ プション 101

H P― IBイ ンタ=フ ェ‐ス

3-67 モ デル 4275Aォプション 101は,4275Aを HP―

IBバ スに接続 して,コ ントローラ(例えば YHPデ ィス

ク トップ ・コンピュ
ータ )に より■ll定条件をリモ

ー ト・コ

ン トロールして測定を行なうとともに,4275Aに よって測

定されたデータを処理することができます。

ます。ただ し, この機能は 427 5 Aが コントロ
ーラに よって,

ロー カル ・ロックアウ トに設定 されている場合には使用で

きません。

3-7 4 . H P― !Bコ ン トロ
ール ・スイッチ

3-7 5  A 2 2  H P― IBボ ー ド上の Sl H O P― IBコ ン トロ

ール ・スイッチは 7ビ ットのスイッチで以下の ような 3つ

の機能を持 っています。

(1)ビット1～ 5

0 0 0 0 0～1 1 1 1 0 ( 0～ 3 0 )の 3 1通 りの I I P―I Bア ドレ

スが設定されます。

(2)ビット6(Denmiter FOrm Bit)

データ出力の フォーマットが次に示されている ようr C

設定 されます。

0 :コ ンマ

1 :キ ャリッジ ・リタ
ーン,  ライン ・フィード

(3)ビット7(T a l k  O n l y  b i t )

4275Aオ プション 101の HP― IBイ ンタ
~フ
ェ
~ス 機

能が次に示されているように設定 されます。

0 : Add ressable

l : T a l k  O n l y

警  告

4275Aの裏面パネルにあるEXT± 200V l直 X DC

バイアス ・コネクタに外部 DOバ イアス電源が接続さ

れている 4275Aォ プション 101において, HP― IBコ

ン トロール ・スイッチの設定を変更する場合には,電

気的なショックを避けるために以下のような操作を行

なってください。

1.外 部DCバ イアス電源をOVに 設定する。

2.外 部 DOバ イアス電源を 4275Aか らはずす。

3 4275Aの 電源コ
ー ドをはずす。

4.4275Aの トップ・カバ
ー
をはずす。

5 A22 Sl HP― IBコ ントロール ・スイッチの設

定を変更する。

6.ト ップ°カバ
ーを取 り付けて,電 源 コ

ー ドを接

続する。 ,

HP一 IBは , IEEE

― レット
・パ ッカ

ー

ェ ス ・ハスです。

s t d . 4 8 8 - 1 9 7 5の規格 をヒュ

ド(HP)社 が実現したインターフ

オプション101 HP―IBイ ンターフェースの機能は,

計器番号 2045J01243以降の機器には,標 準装備され

ています

3-68.HP一 !Bと の接続

3-69.4275Aォ ブション101は , コ ントロ
ーラ(例 えば

YHPデ ィスク トップ ・コンピュ
ータ)の 付属 したHP―

IBシ ステムにおいては, ト ーカとリスナの両方の機能を

使用することができます。また,コ ントロ
ーラの付属 して

いないHP― IBシ ステムにおいては,TALK ONLYと し

て使用することができます (3-74項 を参照 )。

3-70.HP一 IBス テータス ・インジケータ

3-71.4275Aの 表面バネルには, 4個 の LEDラ ンプの

HP― IBイ ンジケータがありますoこ れらのランプはそれ

ぞれHP― IBシ ステムにおいて4275Aオ プション 101が ,

次の ような状態にあることを示 しています。

S鴫 :4275Aか らHP― IBの パス ・ラインヘ SRQ

(サ ービス ・リタエス ト)信 号が送 られてい

ます。

LISTEN:4275Aが リスナに設定されています。

TALK:4275Aが トーカに設定されています。

瓦EMOTE:4275Aが リモート・コントロールされています。

HP― IB経 由で r`e m Ote" コマン ド(REMoTEま

たは re m)が送 られた場合は,LISTENラ ンプは点

灯しません。

3- 7 2 . L O C A Lボ タン

3- 7 3  4 2 7 5 Aの 表面パネルのLO C A Lボ タンを押すこと

によって,4 2 7 5 Aを H P― I Bの リモ
ー ト・コントロールか

ら表面バネルの キ
ー操作に よるコン トロ

ールに切 り換

え ることがで きます。この時,R E M O T Eラ ンプは消え

3-50

4275Aォブション 101は,

ように設定されています。

工場出荷時には図 3-21の

CR′LF    TALK ONLY
coMMA   ADDRESSABLE

HP― IB
ADDRESS

ビッ ト1～ 5 : 1 7

ビッ ト6 :コ ンマ ( ' )

ビ ッ ト 7 :Addressable

日lll日日日日

図 3-21 HP一 IBコ ン トロール ・スイッチ

4275A



ExT ± 200V MAX DC パ イアス・コネクタに

外部 DCバ イアス電源を接続する。

外部 DOバ イアス電源を浪り定に必要なDCバ イ

アス値に設定する。

以上のような手順により,ふ たたび DC′(イア

スを使用することができます。

3-76.HP― IBイ ンターフェース機能

3-77 4275Aオ プション 101のHP― IBイ ンターフェー

ス機能は,表 3-191c~示されているよう7c~8通夕あります。

コー ド インターフェース機能

S H l

A H l

T5

L4

SRl

RLl

DCl

DTl

送信ハンドシェーク機能

受信ハンドシェーク機能

トーカ(基本的 トーカ,シ リアルポール, ト
ークオンリー, トークアドレス解除 )

リスナ(基本的 リスナ,リ スンアドレス解除)

サービスリクエスト機育ヒ

リモート/ローカル機能, ローカルロッタア

ウト機能

デバイスクリア機能

デバイス トリガ機能

表 3-10 HP― lBイ ンターフェース機能

3-78.リ モー ト・プログラム・コー ド

3-79.4275Aォ プション 101で使用されているリモー ト

・プログラム ・コー ドは表 3-11に 示されています。

3-80.DCバ イアスの設定

3-81.4275Aォ プション001と 002の DOバ イアスを

T二 IBに よってリモー ト・コントロールする場合のプロ

グラムは以下のとお りです。

B IttN.NNEttNNV

(1)   ｀ (21

(1)3クタの仮数部

(2)2クタの指数部

3-82.デ ータ出力

3-83.モ デル 4275Aォプシ

5通 りのデータ出力がありま

(1)表示値 Aお よびB

(2)偏差測定の基準値

(3)測定信号レベルのモニメ

(4)操作キーの設定状態

(5)サービス ・リタエス トのステータス ・パイト

以下の各項において,そ れぞれのデータ出力について説明

されています。                  「

3-34.DISPLAY A,Bの データ

3-85.4275Aォ プション 101においては, 2通 りの出力

フォーマットが利用できます。

a.フ ォ
ーマットA:

A22ポ ー ド上のHP― IBコ ントロール・スイッチの

ビット6(Delihiter FOrm Bit)が oに 設定さ

れている場合には,以 下に示されているように

DISPLAY Aお よびDISPLAY Bの データが
",(コ ンマ)"で 区切られ連続して出力されます

(3-74項 を参照 )。

¨XXXXttN NNNNN EttNN 士 N NNNNN EttNN

(lX2X314x5)

b。 フ ォ
ー マ ッ トB :

A22ポ ード上のpelimiter FOrm Bitが 1に設定

されている場合には,以 下に示されているようにDIS―

PLAY Aと DISPLAY Bの データハ 2つ に分けら

れて出力されます (3-74項 を参照 )。

第 3章  使 用法

ョン 101に は,以 下のような

す。

∞

一田
ＸＸ
一帥
■

に

０

幼

０

４

０

０

η

=薔番番番INo NNNNNttNNCD⊂ D
(ll12X3X4X5)         (6)          l11)

番番
土N . N N N N N t t N N《 菫) (亜)

(8X9)          ulll          llll

ド

Aの データ・ステータス

Aの 測定項 目

Aの 測定値

ス ペ ー ス

測定回路モー

演1定周波数

DISPLAY

DIsPLAY

DISPLAY

コンマ

4275Aォプション 101は,工 場から出荷される時には

通常フォーマットAに 設定されています。

仮数部あるいは指数部の極性を指定 しない場合には,

正 (十 )に設定されます。
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設  定
プログラム 0

コー ド
備 考

D:SPLAY A

ファンクション

L

C

R

IZI

Al

A2

A3

A4

Aと Bの 組合わせは下表のとおりです。

＼ 1 3

L― D L― Q L―ES R/G

0 - D 0-Q C―EsR/G

R― x/B R― L/C R― X/B

4 I Z I― θ I Z I―θ I Z I― θ

DiSPLAY B

ファンクション

D

Q
EsR/G

XノB

L/C
θ

B l

B 2

B 3

B l , B 3

B 2

B l , B 2 , B 3

CIRCUIT

MODE

AUTo

…

・ED・

0 1

0 2

0 3

DISPLAY A

偏差測定

O F F

△

△ %

D0

Dl

D2

これらのプログラム ・コー ドを実行する場合には,

あらかじめ基準値を入力しておく必琴があります。

FREQUENCY

STEP

10 kHz

20(30)kHz

40(50)kIIz

l ∞ k H z

200(300)k地

400(5oo)kHz

l MHz

2(3)MHz

4(5)MHz

10 MHz

1

2

F ll

F12

F13

F14

F15

F16

F17

F18

F19

F 2 0

F 2 1

F 2 2

かっこの中の値はオプション004における測定周波

数です。  ´

HIGH RESoLU丁 10N OFF

ON

H0

H l

DATA READY OFF

ON

I o

l l

DATA READYが ONに 設定されている場合には

測定が終了 した時に SRQ信 号が出力されます。

KEY STAttUS

OUttPUT

K このプログラム・コー ドを実行すると,そ の時の

KEYの 設定状態を知ることができます。

表 3- 1 1 プログラム ●



設   定
プログラム・

コー ド
備 考

丁EST S:G LEVEL

CHECK

Ｖ

　

Ａ

L V

L A

これ らのプログラム ・コー ドを実行すると,そ の時

の UNKNOWN端 子にかかっている測定信号電圧

(電 流 )の レベルを知ることができます。

MULTIPL!ER × 0 0 1

× 0 1

× 1

M l

M2

M3

LCRZ RANGE AUTO

MANUAL

1000 fF/100nH

10pF′ 1000 nHノ 1000 mΩ

100pF/10 μ H′ 10Ω

1000 pFノ100 μH/100Ω

10nFノ 1000 μH/1000Ω

100nF/10mHノ 10kΩ

1000 nF/100 ndH′100 kΩ

10 μH/1000mH/1000kΩ

l∞μF / 1 0 Hノ 1 0 MΩ

100H

R31

R32

R ll

R12

R13

R14

R15

R16

R17

R18

R19

R20

R32を 実行すると,ン ンジは固定されます。

R ll～ R23を 実行す ると,指 定されたレンジに固

定されます。ただし,設 定された測定パラメータや

測定周波数によって,測 定できないレンジが指定さ

れると,最 も近いレンジに設定されます。

RECALL

REFERENCE

VALUE

R E このプログラム ,コー ドを実行する場合には,あ ら

かじめ基準値を入力しておく必要があります。

SELF TEST o F F

O N

S 0

S l

SttORE

REFERENCE

VALUE

S T

丁RIGGER INT

EXT

HOLD/MANUAL

T l

T 2

T 3

外部 トリガで使用する場合には,LOCALキ ー,も

しくは,プ ログラム (LOCAL 717)に よって

4275Aをローカルに設定 してください。

ZERO oPEN

sHoRT

Z 0

Z S

EXECUTE E

表3-11 リ モート・プログラム・コード(つづき)

第 3章  使 用法

4275A 3--53



第 3章  使 用法

(8)DISPLAY Bの データ・ステータス

(9)DISPLAY Bの 測定項目

uO DISPLAY Bの 測定値

(lJキャリッジ・リターン, ライン ・フィー ド

測定回路,測 定周波数,デ ータ ・ステータス,測 定項目は

表 3-12に 示されているような1文 字のアルファペットの

形で出力されています。

3-86.基 準値のデータ

3-87 プ ログラム ・コー ド
"RE"を

用いると,以 下の

ようなフォーマットでス トアされた基準値のデータが出力

されます (図 3-25参 照 )。

(4)

(5)

( 1 )

(2)

( 3 )

(4)

( 5 )

表 3-12 デ ータ出カコー ド

=番
士No NNNNEttNN(コ )く亜)

(lX2)          (3)

( 1 ) ス ペ
ー ス

(2)DISPLAY Aの 測定項目

t    (3)基 準値

(4)キャリッジ・リターン, ライン・フィード

3-88.測 定信号レベルのデータ

3-89.プ ログラム ・コー ド
"LV"や "LA"を

用いて

測定信号レベルをモニタすると,以 下のようなデータが出

力されます (図 3-25参 照 )。

中 X  X  t t  N . N N E t t N N《 コ) (亜 )

(lX2X3) (4)

ス ペ ー ス

レベル測定の状態 (デ ータ ・ステータス )

演1定項 目

演1定値

キキリッジ・リタニン, ライン・フィード

3-90.キ ーの設定状態のデータ

3-91.プ ログラム ・コー ド
・
K"を 実行すると,以 下の

ようなフォーマットで,キ ーの設定状態のデータが出力さ

れます (図 3-24参 照 )。

二塾聖製理型 翌型塑型 翌里〇〇
(1)121 131 141 151 161 171 181 191 10 uJ 02 o3

( 1 )スペース

(鋤 Al～ A4

( 3 ) B l～ B3

( 4 ) C l― o3

( 5 1  D O～D 2

DISPLAY

DISPLAY

OIROUIT

偏差測定

Aフ ァンタシ ョン

Bフ ァンタ シ ョン

MODE

設 定 コー ド

測 定 回 路 ・ED・

-

Ｐ

　

Ｓ

測 定 周 波 数

()はオブション

004の測定周波数

10 kHz

20(3Cl)kHz

40(50)kIIz

1 0 0  k H z

2∞ (300)kHz

400(500)kHz

l MHz

2(3)MHz

4(5)MHz

10MHz

１

　

２

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

データ・ステータス . ' l  - <  *

t - . < - 7  e '

7  7 / - 7  p  -

7 t / 9 . 7 7 y ? ' 7  j y

N

O

U

0

測 定 項 目 セル フ ・ァス

L

C

R

Z

%

△ L

△ C

△R

△ Z

V

A

D

Q

ESR

G

X

B

θ

スペース

L

C

R

Z

P

H

F

W

Y

V

Ａ

Ｄ

Ｑ

Ｒ

Ｇ

Ｘ

Ｂ

Ｔ

3-54
4275A



一
一　
．
１‐
．■
ヽ

Ｌ

〓

'1●     (6)Fll二F23
.     ( 7 ) H O , H l

(8)10, 11

(9)Ml～ M4

10R31, R32,

tll S O, S l

1 2 1  T  l～T 3

〔9キ ャリッジ・

3-92.サ ービス 0リ クエス トのステークス・パイト

3-93.4275Aオ ブション101では RQS(リ クエス ト・

サービス)の信号は,4種 類のサ
ービス ・リクエネトの状

態のうちの 1?に なった場合に出力されます。4275Aオブ

ション101のステータス・パイトの内容は図 3-22に 示

されています。

3-94.4275Aプ ログラミング・ガイド

3-95.シ リーズ80お よびシリーズ200コンピュ
ータを用

いたサンプル ・プログラムが図 3-23か ら図 3-25に 示

されています。プログラムの内容については,表 3-13に

示されています。

第 3章  使 用法

これらのサンプル ・プログラムにおいて使用されてい

る機器は以下のとおりです。

4275A マ ルチ ・フリケンシー LCRメ ータ

4275Aオ プション 101 Ⅲ P―IBイ ンタ
~フ ェ~ス

HP-85パ ーソナル ・コンピユータ

00085-15003 1/0告 1御 ROM

82937A HP― IBイ ンターフェース

または

9 8 1 6′2 6 / 3 6デ スクトップコンピュータ

98601A/9861lA BASIC 2 0

表 3-13 9825Aを 用いたサンプル 0ブ ログラム

FREQUENCY STEP

HIGH REsOLUT10N

DATA READY

MULTIPLIER

Rll― R23

LCRZ RANGE

sELF TEST

TRIGGER

リターン, ラ イン・フィ
ード

，
■
■
・

サンプル・

プログラム
図 内 容

1 3--23 4275Lo&*tJ& tJ +- l' ' =

z I p - t u ' L f - , E J J .

3-24 プログラ去 ・コー ド
゛
K"の 使

用方法.

3-25 プログラム ・コー ド
"R E " ,

"LV", "LA"の
使用方法.

HP―IBプ ログラミングの詳細な説明は,各コンピュ
ー

タの取扱説明書を参照してください。

ビット 8 6 4 2 l

情 報 0/1 0 0 o/1 0/1 o/1 0/1

ビット7(RQS信 号 )は ,サ ー ビス ・リクエストの状態にあるか どうかを示 しています。

ビット1か ら4ま では,以 下に示されているようなサ
ービス ・リクエス トの状態を示しています。

(1)ビット1:DATA READYが ONの 場合に,測 定が終了して出カデ
ータが用意さ

れると1に 設定されます.

(2)ビ ット2:4275Aオ ブション101が ,誤 まった リモ
ー ト・プログラム・コ~ド や

DCバ イアス設定命令を受け取 った時に 1に 設定されます。

“)ビ ット3:ZEROオ フセ ント調整や SELF TESTが 終了すると1に 設定されます.

(4)ビ ット4:4275Aが 次のような状態になった時に 1に設定されます.

①Err l,5,6,7,8に なった場合

② S E L F  T E S Tに
パス しなか った場合 .

図3-22 4275Aオ プション101の ステータス・バイト

4275A
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図 3-23 サ ンプル ・プログラム 1

サンプル ・プログラム 1

このプログラムは,4275Aの 基本的なり千=卜 ・コントロ
~ル とデータ出力の方法を示 したプログラ

ムです。プログラムの持つ機能は,以 下のとおりです。

(1)HP―IBに よる 4275Aのリモー ト・コントロール.

(2)IIP―IBに よる 4275Aへの トリガ命令.

(3)IIP―IBに よる 4275Aからのデータ出力.

プログラム :

10 REM□ 丁E

20 CLEAR
30 0UTPUT

40 0UTPUT

‐７
一②
７

１７

７
一〇
７‐

７

H P―I Bイ ンターフェース ( 8 2 9 3 7 A )のセ

レク ト・コー ド.

4275Aのア ドレス ・コー ド.

4275Aの プログラム・コー ド(表 3-Hを

参照 ).

このラインは,次 のようなプログラムと同 じ意

味でHP一 IBに よる4275Aへ の トリガ命領 す・

TRIGGER 717

;う
.A2T3'1

( 3 )

:'lE:・

２

　

３

717
( 4 )

50 ENttER1 717 ; A,3
60 DISP A,B
7o PRINT A,B
80[ND

(4)

文字列を用いると, 4275Aの完全 なデータ出力が得られます。その場合のプログラムは以 下の とお りで

す。

プログラム :

10 DIM A奪[50]
20 REMOTE 717
30 CLEAR 717
40 0UTPUT 717

50 日UTPUT 717
60 ENttER 717 ;
70 DISP AS
30 PRINT AS
90 END

;・
・
A2丁31'
(1)

:・
:E・・

AS

(1)トリガ 。モ
ー ドは, ｀T3(HOLD/MANUAL)"

に設定 してください。

１

，
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サンプル ・プログラム 2

このプログラムは, リモー ト

ー ト・プ ログ ラム ・コー ド

ができます.

K"の 使用方法を示したプログラムです。 リモ

その時の 4275Aのキーの設定状態を知ること

・プログラム ・コー

"K "を
実行する

ド

と

記

リモー ト・プログラム ・コー ド
"K"を
実行 した場合に, LORZ RANGDが

"R31(AUTO)"

に設定されていると, "K"に よるキーの設定状態の情報も
"R31"に

な ってしまい,そ の時

の実際の LCItt RANGEを 知 ることがで きません 。実際 に測定 を行 なってい る LCRZ

RANGEを 知るためには,(K"を 実行す る前に, "R32(MANUAL)"に 設定 しておいて

ください。

プログラム :

10 DIM A$[50]
20 REM□丁E 717
30 0UttPU丁 717 :1'K''
40 ENttER 717 ; 合 $
50 DISP As
60 END

記

ライン30と 40のステートメントは続けてプログラムしてください。

図 3-24 サ ンプル ・プログラム 2

第 3章  使 用法
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サンプル ・プログラム 3

このプログラムは, リモー ト・プログラム ・コー ド
"RE", ・

LV", "LA"の 使用方法を示 し

たプログラムです。 こ れらの リモー ト・プログラム ・コニ ドの機能は,以 下のとおりです。
R RE":入

力されているDIsPLAY Aの 基準値のデータ出力が得られます。
t LV":演

1定端子にかかっている測定信号電圧値のデ
ータ出力が得 られます

"LA":■
ll定端子を流れている測定信号電流値のデ

ータ出力が得られます 。

記

リモー ト・プログラム ・コー

なければなりません.

RE"を 実行する場合には,あ らかじめ基準値が入力されてい

プログラム :

10 F■・EMOTE
20 0UttPuT

７

７

７

７

;''RE。
1

(1)

:A

(1)tRE''ま たは
"LV"ま

たは
曖
LA"

30 ENTER 717
40 PRINT n
50 END

記

ライン20と 30のステートメントは続けてプログラムしてください.

文字列を用いると, 4 2 7 5 Aの完全 なデータ出力が得 られます:そ の場合のプログラムは以下のとか

りです。

プログラム :

10 DIM AS[601,BS[60]
20 REMO丁E 717
30 CLEAR 7:7
40 0UTPUT 717 ;・・A2T3''

(1)

50 1DUTPUT 717 ;"E・
・

60 ENttER 717 : AS
70 DISP AS
80 0UttPUT 717 ;"L望''

( 2 1

90 ENttER 7,7 ; B$
100 DISP BS
l10 END

(1)ト リガ 。モ
ー ドは, "T3(HOLD/MANU―

A L ) "に 設定してください.

(2)・RE"ま たは
"LV "ま

たは
"LA"

ライン 6 0のステー ト

リます.さ もない と,

メン トは ,ラ イン

HP― IBの パス ・

80の ステー トメン トよりも前に実行 しておく必要があ

ラィンヘ誤ったデータ出力が送られる場合があります.

図 3-25 サ ンプル ・プログラム 3
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